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どう？
似合ってる
昔の暮らし体験教室（１月19日 穂高北小学校）

市教育委員会では、小学校での郷土学習
に郷土資料館収蔵の民俗資料を活用した
出前講座を行っています。
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質
実
剛
健
・
市
民
の
皆
さ
ん
の
安
心
安
全
を
支
え
ま
す

新
本
庁
舎
基
本
設
計
固
ま
る

こ
の
度
、市
役
所
新
本
庁
舎
の
基
本
設
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
。

基
本
設
計
の
概
要
に
つ
い
て
は
、次
号
お
知
ら
せ
版（
3
月
7
日
発
行
）に
綴
じ
込
み
配
布
し
ま
す
。

こ
こ
で
は
、基
本
設
計
に
あ
た
り
昨
年
行
わ
れ
た
、市
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
話
し
合
わ
れ
た
内
容
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

新本庁舎の模型を南西側より見る

●
駐
車
場
の
舗
装

庁
舎
北
側
の
地
下
駐
車
場
へ
の
進
入

路
に
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
（
凍
結
防

止
機
能
）
を
設
置
し
ま
す
。
車
道
と
歩

道
は
仕
上
げ
を
変
え
、
歩
行
者
に
分
か

り
や
す
い
よ
う
に
し
ま
す
。

●
車
い
す
使
用
者
用
駐
車
ス
ペ
ー
ス

屋
根
を
付
け
て
地
上
に
6
台
分
、
地

下
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
付
近
に
2
台
分
を

設
置
し
ま
す
。

●
植
栽

高
木
は
限
定
的
な
配
置
に
し
、
季
節

を
感
じ
ら
れ
る
花
木
を
植
栽
し
ま
す
。

既
存
の
樹
木
は
出
来
る
限
り
保
存
し
ま

す
。
近
隣
施
設
に
配
慮
し
た
植
栽
と
し

ま
す
。

●
総
合
案
内
所
・
案
内
表
示

総
合
案
内
所
は
東
メ
ー
ン
入
口
近
く

へ
設
置
し
、
専
門
職
員
の
配
置
を
検
討

し
ま
す
。
手
続
き
順
番
の
案
内
は
表
示

だ
け
で
な
く
音
声
で
も
案
内
し
ま
す
。

●
受
付

手
続
き
内
容
に
よ
っ
て
カ
ウ
ン
タ
ー

の
高
さ
を
変
え
ま
す
。
総
合
案
内
所
は

カ
ウ
ン
タ
ー
タ
イ
プ
に
し
、
相
談
室
、

相
談
ブ
ー
ス
を
多
く
配
置
し
ま
す
。
総

合
案
内
所
の
み
で
な
く
案
内
係
の
配
置

も
検
討
し
ま
す
。

●
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

東
側
メ
ー
ン
入
口
近
く
に
設
置
し
ま
す
。

●
市
民
の
憩
い
の
場

１
階
に
喫
茶
、
新
聞
、
行
政
情
報
の

閲
覧
ス
ペ
ー
ス
、
あ
づ
み
ん
待
合
ス
ペ

ー
ス
を
設
置
し
ま
す
。4
階
大
会
議
室
、

眺
望
ス
ペ
ー
ス
を
開
放
し
、
休
庁
日
の

市
民
利
用
を
検
討
し
ま
す
。

●
多
機
能
ト
イ
レ
・
授
乳
室

多
機
能
ト
イ
レ
を
各
階
に
、
授
乳
室

を
１
階
に
設
置
し
ま
す
。

●
議
場

議
場
は
庁
舎
3
階
に
設
置
し
、
傍
聴

席
は
車
い
す
に
対
応
し
ま
す
。ま
た
議
場

に
隣
接
し
て
託
児
室
を
設
置
し
ま
す
。

●
日
射
対
策

遮
光
ル
ー
バ
ー
に
よ
り
、
東
西
面
の

日
射
対
策
を
施
し
ま
す
。

●
内
装
、
外
装

県
産
材
の
木
材
を
利
用
し
、
床
材
は

滑
り
に
く
い
も
の
を
検
討
し
ま
す
。

●
災
害
時
の
連
携

安
曇
野
赤
十
字
病
院
と
の
連
携
を
検

討
し
ま
す
。

問
本
庁
舎
内　

庁
舎
建
設
推
進
課

　
（
71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

第１回【基本設計検討原案説明】
11.5　於：三郷公民館

　初回は、基本設計素々案の説明とオリエンテー
ションが行われ、ワークショップの進め方とグルー
プ分け、そして検討テーマを選定しました。

▷東西面の日照対策　▷ 1 階多目的スペース、相談
室の充実　▷駐車場への経路、台数　▷エレベー
ター、総合案内所の位置関係　▷窓口案内の方法
▷災害時の対応拠点としてのあり方　他

第３回【1 階市民受付と市民ホールの利用】
11.19　於：穂高健康支援センター

　市民が最も利用する 1 階部分の活用方法、内部
のユニバーサルデザイン的動線、カウンターの利用や
窓口のあり方・スペースの検討が行われました。

▷受付窓口のカウンター利用法　▷相談室や多目
的トイレの充実　▷休日・夜間の開放区分　▷案
内スタッフの配置　▷手話や代筆が出来る職員の
配置　▷市民の手続き等にハードとソフト両面で
対応　▷職員の対応の仕方や意識改革　他

第５回【議場の活用とアラカルト】
12.3　於：明科公民館

　安曇野らしい議場のあり方、防災センターとし
ての市庁舎の機能や、今までのテーマで議論出来
なかったこと等が話し合われました。

▷本庁舎との一体感、場所、利用方法　▷県産材
の利用　▷身体障害者への対応　▷議会中継　▷
託児室等の設置　▷災害時の安曇野赤十字病院と
の連携　▷駐車場の浸水対策と利用ルール作り　
▷火災発生時の対応 他

第４回【憩いの場と緑の計画】
11.26　於：豊科ふれあいホール

　日常的に市民が訪れたくなるような憩いの場と
植栽のあり方、4 階に設置された眺望スペースや
大会議室の市民利用について、検討されました。

▷老人福祉施設など近隣施設への配慮　▷高木、
草木の種類や数　▷苗木の利用　▷既存樹木の活
用　▷眺望スペースの設置　▷ 4 階大会議室や眺
望スペースの休日の市民開放　▷あづみんの待合
所　▷ビオトープの設置　他

第２回【駐車場と交通環境】
11.12　於：堀金総合支所

　地下駐車場を含む駐車スペースの検討、外部におけ
るユニバーサルデザイン的動線の検討が行われました。

▷車いす使用者用駐車スペースの利便性　▷地下駐
車場への進入路、地上駐車場の凍結対策　▷駐車場
内の歩行者の動線　▷駐車場周辺の照明　▷歩道ブ
ロックの経年変化　▷駐車場内の交通安全　▷コス
ト面で出来ない事は人がカバー　他

基
本
設
計
に
反
映
し
ま
し
た

市政トピックス市政トピックス
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児
童
生
徒
の
傾
向
と
課
題
を
分
析

全
国
学
力・学
習
調
査
の
結
果
概
要

「
平
成
23
年
度　

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
」
が
昨
年
9
月
に
市
内
小
・
中
学
校
17
校
で
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

市
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後
の
教
育
に
役
立
て
る
た
め
、
調
査
結
果
に
基
づ
き
子
ど
も
た
ち
の
学
力
・
学
習

状
況
の
傾
向
と
課
題
を
分
析
し
ま
し
た
の
で
報
告
し
ま
す
。

市政トピックス市政トピックス

教
育
施
策
の
改
善
、
児
童
生
徒
へ
の

教
育
指
導
や
学
習
状
況
の
改
善
等
に

役
立
て
る
た
め
に
、
次
の
よ
う
な
指

導
・
助
言
や
支
援
を
行
い
ま
す
。

教
育
委
員
会
は

❶
学
力
と
生
活
習
慣
に
は
相
関
関
係

が
あ
る
た
め
、
基
本
的
な
生
活
習

慣
の
形
成
と
家
庭
学
習
の
定
着
の

た
め
に
、
そ
の
目
安
や
参
考
に
な

る
も
の
を
作
成
し
て
学
校
や
家
庭

に
配
布
し
ま
す
。
ま
た
、
家
庭
や

学
校
、
地
域
へ
、
さ
ま
ざ
ま
な
機

会
を
通
し
て
呼
び
掛
け
て
い
き
ま

す
。

❷
授
業
や
学
校
生
活
、
家
庭
学
習
な

ど
に
見
ら
れ
る
教
育
課
題
に
対
応

し
て
い
く
た
め
に
、
校
長
会
や
教

育
会
と
連
携
し
て
調
査
・
研
究
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
ま
た
、
小
・

中
学
校
間
の
教
職
員
の
交
流
や
研

修
を
行
う
な
ど
、
小
中
連
携
へ
の

取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

❸
指
導
方
法
の
改
善
を
支
援
し
た

り
、
学
習
効
果
を
よ
り
高
め
た
り

す
る
た
め
に
、市
費
加
配
教
員（
市

費
に
よ
り
、
教
員
の
標
準
定
数
に

加
え
て
配
置
す
る
教
員
）
を
適
正

に
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、
各
学
校

の
具
体
的
な
指
導
改
善
の
計
画
や

取
り
組
み
に
対
し
て
、
必
要
な
指

導
・
助
言
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

学
校
は

❶
基
本
的
な
生
活
習
慣
の
形
成
と
家

庭
学
習
の
定
着
の
た
め
に
、
市
教

育
委
員
会
や
家
庭
、
地
域
と
連
携

を
し
な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
機
会
を

通
し
て
協
力
を
呼
び
掛
け
た
り
、

支
援
を
し
た
り
し
て
い
き
ま
す
。

❷
児
童
生
徒
が
、授
業
や
学
校
生
活
、

家
庭
学
習
な
ど
に
つ
い
て
自
分
の

課
題
を
知
り
、
自
ら
改
善
し
て
い

く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
児
童

生
徒
と
各
家
庭
へ
の
指
導
・
助
言

と
支
援
を
行
い
ま
す
。

❸
自
校
の
傾
向
や
課
題
を
把
握
・
分

析
し
、
指
導
内
容
や
指
導
方
法
の

改
善
に
生
か
す
よ
う
に
し
ま
す
。

な
お
、
調
査
結
果
の
詳
細
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
ま
た
は
明
科
総
合

支
所
内
教
育
委
員
会
窓
口
で
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

本
年
度
の
調
査
は
、
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
前
回
（
平
成
21
年
度
）

と
異
な
り
、
実
施
を
希
望
す
る
都
道

府
県
や
市
町
村
を
対
象
と
し
て
実
施

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
本
分
析

の
中
で
は
「
全
国
」
で
は
な
く
「
全

集
計
」、「
全
県
」
で
は
な
く
「
県
内

参
加
校
」
と
表
記
し
て
い
ま
す
。

小
・
中
学
校
と
も
に
、
国
語
、
算

数
、
数
学
に
お
い
て
全
般
的
に
全
集

計
の
平
均
を
上
回
っ
て
お
り
、
基
礎

的
な
知
識
は
お
お
む
ね
理
解
で
き
て

い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
小
学
校
の
傾
向
と
課
題
】

国 

語
●
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
は

良
い
が
、
目
的
に
応
じ
て
効
果
的

に
書
く
こ
と
や
意
見
を
整
理
し
て

話
し
合
う
こ
と
な
ど
に
課
題
が
見

ら
れ
ま
す
。

算 
数

●
基
礎
的
な
計
算
な
ど
数
と
計
算
に

関
す
る
理
解
は
良
い
が
、
判
断
の

理
由
を
記
述
す
る
問
題
で
は
、
数

学
的
な
考
え
方
を
さ
ら
に
伸
ば
す

必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

【
中
学
校
の
傾
向
と
課
題
】

国 

語
●
言
語
に
つ
い
て
の
知
識
・
理
解
は

良
い
が
、
語
句
や
漢
字
を
文
脈
の

中
で
適
切
に
使
う
こ
と
や
、
自
分

の
考
え
を
論
理
的
に
書
く
こ
と
に

課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

数 

学
●
基
礎
的
な
計
算
を
含
む
数
と
式
に

関
す
る
理
解
は
良
い
が
、
事
象
が

成
り
立
つ
理
由
を
、
数
学
的
表
現

を
用
い
て
説
明
す
る
こ
と
な
ど
に

課
題
が
見
ら
れ
ま
す
。

小
・
中
学
校
と
も
に
、
全
集
計
や

県
内
参
加
校
と
比
べ
て
幾
つ
か
の
質

問
項
目
で
、
同
じ
か
ま
た
は
良
い
傾

向
が
見
ら
れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

物
事
を
最
後
ま
で
や
り
ぬ
く
こ
と
や

難
し
い
こ
と
で
も
挑
戦
し
て
い
る
こ

と
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。し
か
し
、

生
活
・
学
習
に
関
し
て
、
次
の
よ
う

な
傾
向
と
課
題
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

【
小
学
校
の
傾
向
と
課
題
】

●
生
活
面
で
は
、
朝
食
を
毎
日
食
べ

る
な
ど
、
規
則
正
し
い
生
活
が
で

き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
近
所
の

人
へ
の
あ
い
さ
つ
も
で
き
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
家
庭
学
習
の
時
間

や
学
校
へ
の
持
ち
物
を
事
前
に
確

認
す
る
こ
と
な
ど
で
改
善
が
必
要

で
す
。

【
中
学
校
の
傾
向
と
課
題
】

●
学
校
の
規
則
や
友
達
と
の
約
束
を

守
る
な
ど
で
は
良
い
傾
向
が
見
ら

れ
ま
す
。
学
習
面
で
、
授
業
の

復
習
や
苦
手
な
教
科
の
勉
強
な
ど

は
、
さ
ら
に
向
上
を
図
り
た
い
内

容
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

市
教
育
委
員
会
と
各
学
校
は
、
調

査
を
通
し
て
把
握
し
た
児
童
生
徒
の

学
力
や
学
習
状
況
を
、
教
育
お
よ
び

教
科
の
状
況

調
査
結
果
の
活
用

生
活
環
境
や
学
習
状
況

学 力調査結果と学習状況調査結果との関連を見ると、下に示すような基本的な生活習慣や家庭学習の習
慣が身に付いている児童生徒の正答率は比較的高いという傾向が出ています。子ども達が心身ともに

健やかに成長する基盤づくりに、家庭・地域でも協力して取り組みましょう。

Pick
Up!

比較的正答率が高い傾向にある子どもの
生活の様子は？

小中学生に共通する項目
・朝食を毎日食べている。
・家で学校の宿題をする。
・学校のきまり・規則を守っている。
・学校で友達と会うのが楽しい。
・物事を最後までやりとげて、うれ

しかったことがある。
・近所の人に会ったときはあいさつ

をする。

中学生の場合
・同じくらいの時刻に起きる。
・学校に持って行くものを、前

もって確かめる。
・友達との約束を守っている。

小学生の場合
・家の人と一緒に夕食を食べる。
・適度な睡眠時間がとれている。
・起床・就寝時間が適度である。

毎日の習慣が
大切なんだね

問明学校教育課教育指導室　462・3001 ㈹ 662・5721
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穂
高
広
域
施
設
組
合
の
実
験
事
業

ご
み
か
ら
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー

市
と
近
隣
市
町
村
と
で
構
成
す
る
穂
高
広
域
施
設
組
合
で
は
、
ご
み
処
理
施
設
の
電

力
の
自
給
と
、
化
石
燃
料
の
代
替
生
産
の
一
翼
を
担
う
技
術
を
確
立
す
る
た
め
、
独

立
行
政
法
人
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構
（
Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
に
採
択
さ

れ
た
委
託
研
究
開
発
実
験
事
業
（
平
成
17
～
21
年
度
）
に
引
き
続
き
、
国
の
モ
デ
ル

事
業（
平
成
22
年
度
）を
実
施
し
ま
し
た
。
こ
の
実
験
事
業
の
概
要
を
ご
報
告
し
ま
す
。

乾
式
メ
タ
ン
発
酵
施
設
は
、
平
成
19

年
10
月
の
本
格
投
入
開
始
か
ら
現
在
ま

で
、
分
別
収
集
さ
れ
た
も
の
だ
け
で
長

期
間
安
定
的
に
稼
動
し
て
い
ま
す
。

協
力
世
帯
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
る
と
、
分
別
に
否
定
的
な
意
見
は
殆

ど
な
く
、
今
後
の
継
続
を
期
待
す
る
意

見
が
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
実
験
を
受
け
、
ご
み
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
回
収
す
る
方
法
と
し
て
、
乾

式
メ
タ
ン
発
酵
シ
ス
テ
ム
は
有
効
な
新

方
式
で
あ
る
こ
と
が
実
証
で
き
ま
し
た
。

新
し
い
ご
み
処
理
シ
ス
テ
ム
の
構
築
へ

新
た
な
課
題

実
用
化
に
向
け
て
今
後
は
、
既
存
の

ご
み
焼
却
施
設
と
乾
式
メ
タ
ン
発
酵
施

設
と
を
組
み
合
わ
せ
た
コ
ン
バ
イ
ン
ド

シ
ス
テ
ム
（
下
図
）
の
確
立
を
目
指
し

ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
、
ご
み
を
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
で
、

そ
の
量
も
減
る
た
め
、
ご
み
焼
却
施
設

の
規
模
を
縮
減
す
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

現
在
の
と
こ
ろ
、
穂
高
広
域
施
設
組

合
の
ご
み
焼
却
施
設
は
発
電
設
備
を
持

っ
て
い
ま
せ
ん
。
ご
み
焼
却
施
設
の
更

新
時
（
平
成
33
年
頃
）
に
は
、
必
要
な

電
力
を
自
給
で
き
る
シ
ス
テ
ム
の
導
入

が
望
ま
れ
ま
す
。

地
域
で
必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
は

そ
の
地
域
で
創
り
出
す

東
日
本
大
震
災
後
、
自
然
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
活
用
と
地
域
分
散
型
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
生
産
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
実
験

事
業
の
成
果
な
ど
か
ら
ご
み
処
理
施
設

が
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
施
設

と
な
り
、
電
力
の
自
給
や
化
石
燃
料
の

代
替
と
し
て
一
翼
を
担
う
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。　

実
験
事
業
は
、
新
し
い
ご
み
処

理
技
術
で
あ
る
「
縦
型
乾
式

メ
タ
ン
発
酵
シ
ス
テ
ム
」
を

用
い
て
、
可
燃
ご
み
か
ら
分

別
し
た
生
ご
み
や
紙
ご
み
な
ど
を
「
バ

イ
オ
マ
ス
」（
再
生
可
能
な
生
物
由
来

の
有
機
性
資
源
）
と
し
て
メ
タ
ン
発
酵

処
理
に
よ
り
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
生
産
を
実
証
す
る
も
の
で
す
。

生
ご
み
・
紙
ご
み
か
ら
発
電

余
っ
た
汚
泥
は
焼
却
に
利
用

実
験
で
は
ま
ず
、
可
燃
ご
み
か
ら
分

別
し
た
生
ご
み
や
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な

い
紙
ご
み
を
一
般
家
庭
と
事
業
所
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
収
集
し
ま
し
た
。
家
庭
系
の

分
別
収
集
に
は
、
市
内
7
つ
の
自
治
会

約
４
５
０
０
世
帯
の
協
力
を
得
て
、
自

治
会
内
の
各
家
庭
に
専
用
ご
み
袋
を
配

布
し
実
施
し
ま
し
た
。

実
験
の
内
容
は
、
収
集
さ
れ
た
生
ご

み
・
紙
ご
み
を
縦
横
約
4
㌢
幅
に
粗
破

砕
し
、乾
式
メ
タ
ン
発
酵
施
設
に
投
入
。

発
酵
槽
内
で
メ
タ
ン
発
酵
し
、
バ
イ
オ

ガ
ス
が
発
生
。
発
生
し
た
バ
イ
オ
ガ
ス

を
使
い
、
ガ
ス
発
電
装
置
で
電
力
を
生

産
し
、
施
設
の
電
力
に
し
ま
し
た
。
余

っ
た
汚
泥
は
乾
燥
し
、
焼
却
助
燃
材
と

し
て
ご
み
の
焼
却
に
利
用
し
ま
し
た
。

 

ごみ焼却施設と乾式メタン発酵施設を組み合わせた新しいごみ処理 
コンバインドシステムのフロー（参考図） 

創エネルギーが 
期待されます！ 

温水

加温用蒸気

乾燥用
蒸気残さ乾燥物

（焼却助燃材）
発酵残さ

（余った汚泥）

蒸気

可燃ごみ

紙ごみ

生ごみ

バイオガス用
回収ごみ 投入装置 乾式メタン

発酵施設 発電

その他
可燃ごみ 

ごみ
焼却施設 ボイラ

コジェネレ
ーション※

※熱と電力とを同時に
供給するエネルギー供
給システムのひとつ

実験施設の全景

受入室

機械棟

乾式メタン発酵槽

バイオガス発電装置

バイオガス貯留槽

報告

実
験
事
業
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ

穂
高
広
域
施
設
組
合

（
82･

２
１
４
７ 

82･

８
７
７
９
）
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市政トピックス 市
政
ト
ピ
ッ
ク
ス

■
ま
ち
づ
く
り
の
指
針 

後
期
基
本
計
画
の
策
定
始
ま
る

■
大
震
災
後
の
ま
ち
づ
く
り
と
市
役
所
は
…  
建
築
家 

内
藤
廣ひ

ろ
し
さ
ん
が
講
演

市
政
の
計
画
の
中
心
と
な
る
総
合

計
画
を
検
討
す
る
市
総
合
計
画
審
議

会
が
2
月
１
日
、
県
安
曇
野
庁
舎
で

開
か
れ
ま
し
た
。
平
成
19
年
度
策
定

の
第
１
次
総
合
計
画
で
定
め
た
前
期

基
本
計
画
（
20
～
24
年
度
）
が
24
年

度
で
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
審
議
会

で
は
、
前
期
基
本
計
画
の
検
証
と
社

会
情
勢
の
変
化
な
ど
を
踏
ま
え
、
後

市
民
の
皆
さ
ん
に
本
庁
舎
建
設
に

関
心
を
も
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
庁

舎
建
設
と
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
を
2

月
４
日
、
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル
で
開

催
し
、
約
６
５
０
人
の
皆
さ
ん
が
聴

講
し
ま
し
た
。

「
3
・
11
以
降
、
防
災
と
ま
ち
づ

く
り
」
と
題
し
た
講
演
で
は
、
本
庁

舎
建
設
基
本
設
計
を
担
当
し
て
い
る

期
基
本
計
画
（
25
～
29
年
度
）
を
策

定
し
ま
す
。
基
本
計
画
は
、
基
本
構

想
（
20
～
29
年
度
）
に
定
め
た
市
の

将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
施
策

の
体
系
を
示
し
た
も
の
で
、
市
の
個

別
計
画
の
元
と
な
る
も
の
で
す
。

こ
の
日
は
、
民
間
諸
団
体
の
代
表

者
や
学
識
経
験
者
、
公
募
委
員
な
ど

25
人
に
宮
澤
市
長
か
ら
委
嘱
書
が
交

共
同
企
業
体
の
代
表
者
で
、建
築
家
・

東
京
大
学
名
誉
教
授
の
内
藤
廣
さ
ん

が
災
害
と
ま
ち
づ
く
り
、
市
役
所
庁

舎
の
在
り
方
に
つ
い
て
考
え
を
述
べ

ま
し
た
。

国
や
岩
手
県
の
東
日
本
大
震
災
復

興
計
画
策
定
の
各
委
員
を
務
め
、
被

災
地
で
の
体
験
か
ら
、
特
区
設
置
に

よ
る
復
興
構
想
を
示
し
た
ほ
か
、
国

付
さ
れ
、
会
長
に
は
信
州
大
学
経
済

学
部
教
授
の
沼ぬ
ま
お尾
史ふ
み
ひ
こ久
さ
ん
が
選
ば

れ
ま
し
た
。
今
後
、
市
民
意
向
調
査

や
市
民
会
議
を
行
っ
た
後
、
各
委
員

の
意
見
を
集
約
し
平
成
24
年
度
末
ま

で
の
策
定
を
目
指
し
ま
す
。

よ
り
も
地
方
か
ら
復
興
方
針
な
ど
を

示
す
事
例
を
新
し
い
自
治
の
形
と
と

ら
え
、
市
役
所
は
そ
の
拠
点
に
な
る

と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
本
庁
舎
の
設
計
で
は
、「
普

段
か
ら
市
民
が
集
う
庁
舎
に
し
て
お

く
こ
と
が
、
災
害
発
生
時
に
頼
れ
る

庁
舎
に
な
る
」
と
思
い
を
語
り
ま
し

た
。

■
支
所
と
公
民
館
を
ひ
と
つ
に 

明
科
複
合
施
設
起
工
式

■
民
間
交
流
が
ご
縁 

千
葉
県
東と

う
が
ね金
市
と
災
害
時
相
互
支
援
宣
言

総
合
支
所
と
公
民
館
の
役
割
を
も

つ
明
科
複
合
施
設
の
起
工
式
が
１
月

24
日
、
明
科
総
合
支
所
北
側
敷
地
で

行
わ
れ
、
関
係
者
80
人
が
出
席
し
て

工
事
の
安
全
を
祈
願
し
ま
し
た
。

現
在
の
明
科
総
合
支
所
と
明
科
公

民
館
は
昭
和
39
年
と
52
年
に
そ
れ
ぞ

れ
建
て
ら
れ
、
老
朽
化
と
耐
震
性
の

面
か
ら
改
修
が
必
要
と
さ
れ
て
い
ま

市
で
は
１
月
30
日
、
千
葉
県
東
金

市
と
災
害
時
の
相
互
支
援
を
確
認
す

る｢

災
害
時
相
互
支
援
宣
言｣

を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
日
は
、
東
金
市
か
ら

志
賀
直な
お
は
る温
市
長
が
市
役
所
を
訪
れ
、

宣
言
文
が
取
り
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

昨
年
市
内
で
行
わ
れ
た
武
蔵
野
サ

ミ
ッ
ト
で
も
同
様
の｢

安
曇
野
市
サ

ミ
ッ
ト
宣
言｣

を
発
表
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
大
規
模
災

し
た
。
工
事
は
、
本
庁
舎
建
設
に
伴

う
総
合
支
所
の
改
修
・
改
築
計
画
に

よ
る
最
初
の
事
業
と
な
り
ま
す
。

新
し
い
施
設
は
、鉄
骨
2
階
建
て
、

Ｌ
字
型
で
、
支
所
機
能
を
含
め
た
支

所
公
民
館
棟
と
講
堂
棟
か
ら
な
り
ま

す
。
建
設
工
事
費
は
6
億
９
０
３
８

万
円
。
工
事
は
、
2
期
に
分
け
て
行

い
、
本
年
中
に
支
所
公
民
館
棟
を
建

害
等
が
発
生
し
た
場
合
に
、
可
能
な

方
法
と
範
囲
で
自
主
的
に
支
援
を
行

う
と
い
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

東
金
市
と
は
、
旧
堀
金
村
時
代
か

ら
市
民
同
士
の
交
流
が
盛
ん
で
、
良

好
な
関
係
が
育は
ぐ
くま
れ
て
い
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
民
間
交
流
が
発
展

し
て
き
た
結
果
。
こ
れ
を
き
っ
か
け

に
交
流
も
促
進
し
、
両
市
の
発
展
の

た
め
進
ん
で
い
き
た
い
」と
あ
い
さ
つ
。

設
。
そ
の
後
、
現
明
科
総
合
支
所
を

取
り
壊
し
、講
堂
棟
を
建
設
し
ま
す
。

宮
澤
市
長
は
「
気
軽
に
立
ち
寄
れ

る
ま
ち
づ
く
り
の
拠
点
と
、
万
一
の

際
に
は
防
災
拠
点
・
避
難
施
設
の
役

割
を
果
た
す
施
設
に
な
る
」
と
新
し

い
施
設
の
役
割
に
期
待
を
込
め
ま
し

た
。

志
賀
市
長
は
「
震
災
後
、
今
後
を

考
え
た
時
に
自
治
体
間
の
支
援
体
制

を
整
え
た
か
っ
た
。
念
願
を
か
な
え

て
い
た
だ
い
た
。
今
後
、
交
流
を
深

め
る
体
制
も
整
え
て
い
き
た
い
」
と

話
し
ま
し
た
。

財源内訳
県 支 出 金 102,400 千円
合併特例債 558,500 千円
一 般 財 源 29,480 千円

宮澤市長から沼尾会長へ諮問書が渡された

握手を交わす宮澤市長と東金市の志賀直温市長

「地方が新しい考え方や文化を創造する」と内藤廣さん落ち着いた色調の外観（明科複合施設完成予想図）
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安曇野市教育委員会

生涯学習

Public Library

図書館

市
内
在
住
の
外
国
人
の
皆
さ
ん
を

対
象
に
４
月
か
ら
日
本
語
教
室
を
開
催

し
ま
す
。
そ
こ
で
教
室
開
催
に
ご
協
力
い
た

だ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。

●
期
間　

４
月
１
日
（
日
）

　

～
平
成
25
年
３
月
31
日
（
日
）

●
開
催
時
間
・
会
場

▽
豊
科
教
室
・
毎
週
日
曜
日 

午
前
10
時
～

　

正
午　

豊
科
さ
さ
え
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
じ

▽
穂
高
教
室
・
毎
週
日
曜
日 

午
後
７
時
～

９
時　

穂
高
会
館

▽
三
郷
教
室
・
毎
週
土
曜
日 

午
後
７
時
～

９
時　

三
郷
公
民
館

▽
堀
金
教
室
・
毎
週
日
曜
日 

午
後
７
時
～

９
時　

堀
金
公
民
館

●
対
象

教
室
の
運
営
に
携
わ
る
事
の
で
き
る
人

（
日
本
語
の
指
導
や
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
日
本
人
、
外
国
人
を
問

い
ま
せ
ん
。
資
格
不
要
）

●
申
し
込
み　

２
月
27
日
（
月
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
3
月
9
日
（
金
）
ま
で
電
話
で

受
け
付
け
ま
す
。

●
そ
の
他　

小
学
校
３
～
４
年
生
程
度
の
日

本
語
理
解
度
を
目
指
し
ま
す
。

　

幼
児
・
小
学
生
以
上
を
対
象
に
し
た
、

　

お
は
な
し
カ
ー
ニ
バ
ル
・
ひ
ば
り
の
会
・

四
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
話

会
で
す
。
幼
児
は
保
護
者
と
一
緒
に
、
ま
た

父
母
、
祖
父
母
の
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
一
緒
に
参

加
し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

３
月
24
日
（
土
）

午
前
11
時
～
正
午
頃

●
場
所　

明
科
子
ど
も
と
大
人
の
交
流
学
習

施
設
「
ひ
ま
わ
り
」
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル

●
定
員　

60
人
前
後
（
事
前
の
申
込
不
要
）

●
参
加
費　

無
料

公
民
館
運
営
審
議
会
委
員
の
任
期
満
了
に

伴
い
、
公
募
に
よ
る
委
員
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。
公
民
館
運
営
審
議
会
と
は
、
館

長
の
諮
問
に
応
じ
公
民
館
の
各
種
事
業
の
企

画
実
施
を
審
議
す
る
組
織
で
、
条
例
で
設
置

が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
応
募
資
格　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
か
勤

務
す
る
人
で
20
歳
以
上
の
人
。
た
だ
し
、

次
に
掲
げ
る
人
を
除
き
ま
す
。

①
国
お
よ
び
地
方
公
共
団
体
の
議
会
の
議
員

②
常
勤
の
国
家
公
務
員
お
よ
び
地
方
公
務
員

③
市
の
付
属
機
関
等
の
公
募
委
員

④
市
税
を
滞
納
し
て
い
る
人

●
募
集
人
員　

５
人

●
報
酬　

会
議
出
席
ご
と
別
に
定
め
る
額

●
応
募
方
法　

２
月
23
日
（
木
）
～
３
月
９

日
（
金
）（
必
着
）
の
間
に
、
各
地
域
公

民
館
窓
口
ま
た
は
社
会
教
育
課
に
備
え
付

け
の
応
募
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の

う
え
、小
論
文
「
公
民
館
の
あ
る
べ
き
姿
」

（
書
式
自
由
８
０
０
字
以
内
）
を
添
え
て
、

郵
送
・
持
参
・
電
子
メ
ー
ル
の
い
ず
れ
か

で
応
募
し
て
く
だ
さ
い
。

●
結
果
通
知　

４
月
９
日（
月
）ま
で
に
、
書

面
で
通
知
し
ま
す
。

●
申
込
先　

〒
３
９
９
‐
７
１
０
２

安
曇
野
は
、
豊
か
な
自
然
環
境
を
有
し
、

そ
の
中
で
培
わ
れ
て
き
た
特
徴
的
な
文
化
を

持
つ
地
域
と
し
て
、
全
国
的
に
も
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
そ
ん
な
安
曇
野
の「
自
然
」「
環
境
」

「
文
化
」
を
い
か
に
守
り
、
育は

ぐ
く
ん
で
い
く
か

考
え
て
い
く
機
会
と
す
る
た
め
、
テ
レ
ビ
な

ど
で
活
躍
中
の
森
永
卓
郎
さ
ん
を
講
師
に
迎

え｢

地
球
環
境
保
護
と
生
活
の
豊
か
さ
を
両

立
さ
せ
る
た
め
に｣

と
題
し
て
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
す
。
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

３
月
４
日
（
日
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時

●
会
場　

豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル

●
講
師　

森
永 

卓
郎
さ
ん
（
獨
協
大
学
教

授
・
経
済
ア
ナ
リ
ス
ト
）

●
定
員　

７
０
０
人
（
入
場
無
料
）

●
申
し
込
み　

不
要

　

安
曇
野
市
明
科
中
川
手
６
８
２
４
‐
1

　

安
曇
野
市
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

mshakaikyouiku@city.azum
ino.nagano.jp

市
で
は
４
月
30
日
（
月
）
に
開
催
さ
れ
る

「
第
22
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大

会
」
と
「
第
８
回
長
野
県
市
町
村
対
抗
小
学

生
駅
伝
競
走
大
会
」
の
出
場
者
を
募
集
し
ま

す
。
希
望
者
は
、
３
月
８
日
（
木
）
ま
で
に

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ
、
電
話
な

ど
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
希
望

者
が
多
数
の
場
合
は
、
選
考
会
（
３
月
下
旬

頃
予
定
）
を
実
施
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
で
混
合

チ
ー
ム
を
編
成
し
、
た
す
き
リ
レ
ー
で
走
り

ま
す
。
走
る
の
が
苦
手
な
子
も
得
意
な
子
も

１
人
か
ら
参
加
で
き
ま
す
。
小
学
校
３
年
生

か
ら
５
年
生
ま
で
は
県
市
町
村
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
代
表
選
手
の
選
考
を
兼
ね
ま
す
。

●
日
時　

３
月
24
日
（
土
）

午
前
９
時
～
正
午
（
雨
天
中
止
）

●
場
所　

豊
科
南
部
総
合
公
園

●
距
離　

１
２
０
０
メ
ー
ト
ル

●
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

●
持
ち
物　

飲
み
物
・
着
替
え
な
ど

●
申
し
込
み　

３
月
８
日
（
木
）
ま
で
に
社

会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
へ
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

住
所
、
学
校
、
学
年
、
性
別
、
氏
名
、
保

護
者
氏
名
、
電
話
番
号
と
、
同
学
年
の
友

だ
ち
と
比
べ
た
時
に「
速
い
」「
普
通
」「
遅

い
」
の
程
度
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
24
年
度
の
豊
科
公
民
館
ホ
ー
ル
（
劇

場
）
の
予
約
を
受
け
付
け
ま
す
。

●
予
約
可
能
期
間　

平
成
24
年
４
月
１
日
～

平
成
25
年
３
月
31
日

●
予
約
方
法　

２
月
27
日
（
月
）
午
前
８
時

30
分
か
ら
受
け
付
け
を
開
始
し
ま
す
。
豊

科
公
民
館
窓
口
ま
た
は
電
話
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

●
注
意
事
項　

ホ
ー
ル
以
外
の
予
約
受
け
付

け
は
、現
状
ど
お
り
１
カ
月
前
か
ら
で
す
。

日
本
語
教
室

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

社
会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

明
科
図
書
館

や
よ
い 

三
月 

お
話
会

62
・
１
１
２
２ 

62
・
１
１
２
４

お
す
す
め
の
一
冊

　
清
く
正
し
く
、
殺
人
者赤川

次
郎 

著

紹
介
す
る
人

三み
つ
い
し石　

武た
け
し史 

く
ん

（
堀
金
中
２
）

　

小
学
校
の
図
書
館
で｢

三
毛
猫
ホ
ー
ム

ズ｣

シ
リ
ー
ズ
に
出
会
っ
て
か
ら
赤
川
次

郎
さ
ん
の
フ
ァ
ン
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の

本
は
題
名
が
目
を
引
き
ま
し
た
が
、
受
け

る
イ
メ
ー
ジ
と
は
違
っ
て
残
酷
な
シ
ー
ン

は
少
な
い
で
す
。

　

本
を
読
む
事
が
大
好
き
で
、
読
み
始
め

る
と
の
め
り
込
ん
で
一
気
に
読
む
方
で

す
。
学
校
か
ら
帰
る
と
宿
題
よ
り
先
に
借

り
て
き
た
本
を
読
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

中央図書館484・0111 684・0116　豊科図書館471・4022 673・1801　三郷図書館476・3078 676・3077　堀金図書館472・5796 672・5801　明科図書館462・1122 662・1124

図書館映画上映会（入場無料） 
長編アニメーション映画「ハードル」2004 年 日本映画
●日時　9日（金）　開場　18：30　上映　19：00～
●場所　穂高交流学習センター「みらい」　多目的交流ホール

おりがみの部屋
中央図書館　●日時　21 日（水）16：15 ～
　　　　　　●場所　中央図書館おはなしのへや

◇中央図書館　おはなしのとびら
　中央図書館おはなしのへや
　7・14・21 日（各水曜日）
 10：30 ～（乳幼児対象）
◇中央図書館　おはなしとしょかん
　中央図書館おはなしのへや
　17 日（土） 10：30 ～（乳幼児対象）
 11：20 ～（幼児以上対象）

◇豊科図書館　ちいさいたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　 9 日（金） 11：00 ～（乳幼児対象）
◇豊科図書館　おはなしたんぽぽ
　豊科図書館多目的室
　 9 日（金） 16：30 ～（幼児以上対象）
◇三郷図書館　ポケットの会
　三郷公民館児童室
　10 日（土） 10：30 ～（乳幼児以上対象）

◇堀金図書館　おはなしのへや
　堀金図書館児童コーナー
　13 日（火） 16：15 ～（幼児以上対象） 
　27 日（火） 10：30 ～（乳幼児対象）

ドキドキ・ワクワクお話の世界

3 月のイベント

自
然
文
化
講
演
会

森
永
卓
郎
講
演
会文化

課
文
化
振
興
係

62
・
３
０
０
１ 

62
・
３
５
２
５

豊
科
公
民
館

ホ
ー
ル（
劇
場
）の
予
約
受
付

豊
科
公
民
館

72
・
２
１
５
８ 

73
・
６
４
０
１

公
民
館
運
営
審
議
会

委
員
の
募
集社

会
教
育
課
社
会
教
育
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

市
町
村
対
抗
駅
伝
競
走
大
会

出
場
者
の
募
集

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

子
ど
も
駅
伝
競
走
大
会

出
場
者
の
募
集

社
会
教
育
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

62
・
４
５
６
５ 

62
・
３
５
２
５

ホールは 750 人が
収容できます。
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三郷公民館 堀金公民館 明科公民館

豊科近代美術館

碌山公園研成ホール

あづみ野ガラス工房

Event Information
詳しい内容は各施設等へお問い合わせください。

安曇野髙橋節郎記念美術館

貞享義民記念館

尺八奏者・両
もろずみ

角昌幸さん、箏
こと

奏者
有賀雅

ま さ え

栄さん、箏・三
さんげん

弦奏者・小澤
雅
ま さ み ほ

美穂さんを迎えて早春邦楽鑑賞会を
開催します。

宮城道雄の名曲「春の海」など７曲
の演奏が予定されています。伝統家屋
の主屋で邦楽をゆっくりご鑑賞ください。
●日　時　3 月 4 日（日）13：30 ～

　　　　15：00（開場 13：00）
●会　場　美術館主屋
●定　員　120 人（申込先着順）
●費　用　無料
●申し込み　2 月 28 日～ 3 月 3 日（9：

00 ～ 17：15）の間に電話でお申し
込みください。

三郷美術会（高山晃会長）の会員
27 人による小品展を開催します。題
材・表現方法とも多様で、個性豊かな
作品をご鑑賞ください。
●会　期　3月4日（日）～4月1日（日）
●時　間　9：00 ～ 17：00
　※最終日は 15：00 まで
●会　場　1 Ｆ企画展示室
●入館料　無料（常設展は有料）
●休館日　月曜日

481・3030 682・0551

477・7550 677・7551

「パソコンの使い方がよく分からな
い」「回覧文書などを作成してみたい」
という人向けに、操作の基礎を学ぶ講
座を開催します。
●日　程　3 月 13 日（火）･14 日（水）

　　　　･15日（木）･16日（金）
　　　　全 4 日間

●時　間　13：30 ～（各 2 時間）
●場　所　三郷公民館 第 1 会議室
●講　師　田中 さおりさん
　　　　　（コラージュ代表）
●定　員　10 人（申込先着順）
●対　象　ノート型パソコンを持参で

　　　　きる人
●受講料　800 円 (200 円× 4 回 )
　　　　　テキスト代 500 円
●持ち物　ノート型パソコン（マウス

　　　　含む）、筆記用具
●申し込み　3 月 2 日（金）までに（受

付は平日の 9：00 ～ 17：00）電
話でお申し込みください。詳しい日
程等は、受講者のみなさんに後日お
知らせします。

上級者向けの全身像制作です。
●日　時　3 月 17 日（土）～ 24 日（土）

　　　　の連日 8 日間
　　　　9：00 ～ 17：00

●会　場　研修室Ⅱ
●講　師　二木福治さん
●定　員　10 人（先着順）
●参加費　7,000 円

グラス、そばちょこ、一輪挿し、ク
リーマーのいずれかを吹きガラスで制
作する体験イベントです。親子でチャ
レンジしてみませんか。
●日　時　3 月 20 日（火）、21 日（水）
　　　　　午前の部 9：00 ～
　　　　　午後の部 13：30 ～
※時間は申し込み受付時に指定させて

いただきます。
●対　象　市内在住の小学生と、その

　　　　保護者
●定　員　100 人（申込先着順）
●参加料　小学生無料
　　　　　保護者1,575 円（通常の半額）
●申し込み　3 月 6 日（火）から 13 日
（火）の間に電話でお申し込みくだ
さい。9：00 より受け付けています。

　歴史講座と音楽鑑賞の 2 部構成
で「学びのつどい」を開催します。ど
なたでもお気軽にお出掛けください。
●日　時　3 月 3 日（土）
　　　　　14：00 ～ 16：00
●場　所　堀金総合体育館サブアリーナ
●内　容

第 1 部　14：00 ～
　「おもしろ歴史講座・弥次さん喜

多さんが安曇野を行く」
○講師　郷

ごうどう

道哲
てつあき

章さん
　（元明科高等学校校長）

第 2 部　15：00 ～
　「尺八と三味線が奏でる現代音楽」

○奏者　尺八・福田輝久さん
　　　　　三味線・杵

き ね や

屋子
し ほ う

邦さん
●参加料　無料
●申し込み　不要

万葉集を代表する歌人の一人である
柿
かきのもとのひとまろ

本人麻呂の作品を取り上げながら、
彼が目指した歌の世界に触れていきま
す。

人麻呂が創
つく

り出した表現の豊かさに
ついて、ユーモアを交えながら分かり
やすく紹介します。
●日　時　3 月 6 日（火）

　　　　14：00 ～ 15：30
●場　所　明科公民館　講義室
●演　題　柿本人麻呂の美学

～歌に込めた抒
じょじょうび

情美の世界～
●講　師　西 一夫さん
　　　　　（信州大学教育学部教授）
●定　員　30 人（先着順）
●参加費　無料
●申し込み　不要

寒さ厳しい冬が去り、間もなく暖か
な日差しが降り注ぐ春を迎えます。豊
科近代美術館では春の美術館に親しん
でいただくため、恒例のコンサートを
開催します。
●日　時　3 月 10 日（土）
　開場　13：30　開演　14：00
●会　場　美術館多目的ホール
●出　演　牛山 正博さん（バイオリン）

　　　　西
にしかた

方 早
さ ゆ り

百合さん（ピアノ）
●観覧料　無料（ただし入館料が必要）
●申し込み　不要

友の会絵画部員26人による作品展。
23 年度に定例活動日や自宅、春の写
生会、秋の宿泊写生会等で、熱心に制
作した水彩・アクリル・油彩等の作品、
約 80 点を展示します。
●会　期　3 月 10 日（土）～ 25 日（日）
●会　場　美術館 2 階
●入場料　無料（常設展は有料）
●開館時間　9：00 ～ 17：00
　※入場は 16：30 まで
　※最終日は 16：00 まで
●休館日　3 月 12 日（月）・19 日（月）・

　　　　21 日（水）

477・2109…682・0769 472・5796…672・5801 462・4605…662・5894

473・5638…673・6320

4 …682・0769

4 …672・8030

「初心者パソコン講座」参加者募集 「学びのつどい」開催 「古典文学講座」開催

春を呼ぶコンサート

平成 23 年度
友の会絵画部作品展

「彫塑制作（全身像）」参加者募集

早春邦楽鑑賞会

第９回三郷美術会小品展

春休み 親子ガラス体験イベント

穂高交流学習センター「みらい」 穂高陶芸会館 田淵行男記念館

第 5 回 ランチタイムロビーコンサート
　本年度最後のコンサートとなる今回
は、クラシックギターの優しい響きと
語りかけるような歌声、哀愁・郷愁を
誘う旋律が魅力の「手仕事屋きち兵衛
さん」のステージです。心温まるひと
ときをどうぞお楽しみください。
●日　時　3 月 3 日（土）12：00 ～

13：00
●会　場　みらいエントランスホール
●出　演　手仕事屋 きち兵衛さん
　（ギター弾き語り）
●演奏曲目　「安曇野」「わすれ雪」「早

春賦」他
　※演奏曲目は変更になる場合があります。
●その他　申込不要・無料です

ロビーコンサート
春よこい

～日本とイタリアの歌曲より～
明るく春めく気分がいっぱいの歌曲

を集めた、ロビーコンサートを開催し
ます。現在活躍中の、市内出身の若手
音楽家が共演してお送りします。子ど
もから大人までどなたでも気軽にお聞
きいただけます。
●日　時　3 月 4 日（日）
　　　　　12：00 ～ 13：00
●会　場　みらいエントランスホール
●出　演

岡村 美和子さん（ソプラノ）
寺島 美紀さん（ピアノ）
鷲澤 幸

こ う き

毅さん（テノール）
●演奏曲目
「 春 よ こ い 」「 花 」「 夢 」「 オ ペ ラ
『椿

つばきひめ

姫』より乾杯の歌」他
●その他　申込不要・無料です

春の親子陶芸教室
～わが家のひな人形づくり～

参加者の募集
冬期休館を終え、3 月 1 日より新年

度のスタートを迎えます。
春の訪れを告げる 3 月のひな祭り

は、女の子の健やかな成長を祈り、家
族の絆

きずな

を深める行事です。親子で、わ
が家に飾る世界で一つの雛

ひな

人形を作り
ませんか。
●日　時　3 月 31 日（土）9：00 ～
　　　　　（2 ～ 3 時間程度）
●会　場　穂高陶芸会館
●講　師　嶋田 好貴 ( よしたか ) さん
●対　象　中学生以下のお子さんとそ

　　　　の保護者
●定　員　30 人程度（申込先着順）
●受講料　大人1,000円／子ども800

円（粘土 500㌘と指導料等含む）
●申し込み　3 月 1 日（木）から受け

付け。定員に達するまで随時受け付
けます。穂高陶芸会館へ電話かファ
クスでお申し込みください。（毎週
月曜日休館）

●その他　作品の焼き上がりは、約 1
　ヵ月後になります。

●ご注意　穂高陶芸会館（電話・フ
ァクス 82・6750）は、2 月末日ま
で冬期休館中です。2 月中のお問い
合せは、文化課文化振興係（電話
62・3090 ファクス 62・3525）ま
でお願いします。

無二の虫友　磐瀬太郎と田淵行男
～チョウを慈しみ、究める～

蝶の生活史解明に並々ならぬ情熱を
傾け、強い信頼関係で結ばれていた 2
人の横顔と交流の一端を紹介します。
●会　期　2月28日（火）～4月22日（日）
●開館時間　9：00 ～ 17：00
●会　場　田淵行男記念館
●入館料　高校生以上 300（200）円
　（　）内は 20 人以上の団体料金
●休館日　月曜日・祝日の翌日
●同時開催

田淵行男写真展～シリーズ『山の時
刻』と『山の季節』を中心に～（3
月 11 日まで）

481・3111…682・0966 4 …682・6750 472・9964…688・2010

後 援 な ど 日＝日時　場＝場所　定＝定員　料＝料金　申＝申し込み　問＝問い合わせ

名　　称 内　　　容 日時・場所 定員・費用 申し込み
問い合わせ

運転免許更新
特定任意講習会

安曇野交通安全協会では、運転免許
更新者を対象に特定任意講習会を開
催します。この講習を受けると、更
新時の講習は免除されます。なお、
70 歳以上・更新時に 70 歳になる人
は、別講習が必要なため受講できま
せん。また、優良運転者は受講する
必要はありません。

日：3 月 8 日（木）
受付 18：30 ～
講習 19：00 ～
　　 21：00

場 : 三郷公民館講義室
（三郷総合支所西）

料：1,700 円
対 象 者：3
月 9 日 ～ 9
月 8 日 ま で
の間に運転
免許を更新
する人。

問：安曇野交通安
　全協会
　（4672･2263）
※自動車運転免許

証・筆記用具を持
参してください。

からすの学校
“烏川流域の里山の
歴史”

地域環境研究室の浅川行雄さんを講
師にお招きし、烏川流域の里山につ
いて、歴史的な背景をもとにさまざ
まな角度からお話していただきます。
電話、ファクス、メールでお申し込
みください。

日：3 月 25 日（日）
9：30 ～ 12：00

場：ホテルアンビエント
　安曇野

定：30 人
料：無料

申問：長野県烏川
渓谷緑地　環境管
理事務所
4673・0203
mkarasu@anc-tv.ne.jp

豊科郷土博物館

第６回博物館友の会
ボタニカルアート展

ボタニカルアートは、まだ写真の技
術がない大航海時代に、珍しい植物の
姿を正確に伝えるために描いたものが
始まりだと考えられています。その細
密で美しい絵は芸術の一分野として発
展し、現在は生涯学習のひとつとして、
多くの方に親しまれています。植物本
来の姿を正確に再現したボタニカルア
ートをぜひご覧ください。
●会　期　3 月 7 日（水）～ 25 日（日）
●開館時間　9：00 ～ 17：00
　※入館は 16：30 まで
●会　場　博物館 1 階展示室
●入館料　高校生以上 100（80）円
　（　）内は 20 人以上の団体料金
●休館日　月曜日・祝日の翌日

4 …672・5672
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心 の 健 康

あなたは最近、眠れていますか？

　「うつ」の早期発見と自殺予防
我が国の自殺者数は、平成 10 年から 14

年連続で３万人を超えています。その中でも、
中高年男性の自殺が最も多く、自殺は、がん、
心疾患、脳血管疾患の三大死因に匹敵し、大
きな社会問題となっています。中高年の自殺
で「うつ」が起因しているものは少なくあり
ません。「うつ」の症状には、本人の自覚し
にくいものも多く、家族や周りの人も気付き
にくい傾向があります。そのような中で最も
自覚しやすいものは「不眠」です。２週間以
上継続する不眠の早期発見が、うつ病の早期
発見・早期治療、ひいては自殺予防につなが
ります。「睡眠」の問題を切り口として「う
つのサイン」に気を付けるとともに、早めに
専門機関を受診しましょう。
問健健康推進課保健予防担当

（481･0726 681･0703）

１. 体のこと
体に病気があると、心も不安定
になりがちです。規則正しい生
活、バランスのとれた食事、適
度な運動で病気を予防しましょ
う。また、各種検診を受け、病
気の早期発見・早期治療に結び
つけましょう。通院中の人は、
定期受診、内服を忘れずに行い、
病気と上手につきあいましょう。

３. 家庭のこと
家庭問題などがあると、心も不
安定になりがちです。家庭内の
ことは、なかなか相談しにくい
ものですが、相談することで解
決する場合もあります。また、
話すことだけでも楽になること
もあります。

２. お金のこと
借金問題などがあると、心も不
安定になりがちです。借金問題
は、相談することで解決する場
合が多くあります。早めに相談
しましょう。

一人で悩まず お電話ください

こころの健康相談
統一ダイヤル

☎026・227・1810

☎0570・064556

長野県自殺予防情報センター
（長野県精神保健福祉センター内）

長野県精神保健福祉センター内

平日 8：30 ～ 17：15

平日9：30～16：00

早期発見

３つの
ポイント！

２週間以上続く不眠は「うつ」のサイン
かもしれません。眠れないときは早めに
専門機関の受診を！不眠

工事名 工事箇所 請負者 請負代金
明科総合支所等施設改築事業　明科複合施設　建築主体工事 明科中川手 相模・中村建工特定建設工事

共同企業体    510,300,000

明科総合支所等施設改築事業　明科複合施設　機械設備工事 明科中川手 日特工業・中部水工特定建設
工事共同企業体 99,750,000

明科総合支所等施設改築事業　明科複合施設　電気設備工事 明科中川手 信濃電気・明北電気特定建設
工事共同企業体 80,325,000

安曇野市三郷堆肥センター一次発酵槽改修工事 三郷堆肥センター 水ｉｎｇ㈱東京支店 26,544,000
社会資本整備総合交付金　市道穂高１級 15 号線　歩道設置工事２工区 穂高有明 ㈱大丸組                                18,690,000
市道穂高 0764 号線他　側溝整備工事 穂高有明 ㈱イトウ                                17,797,500
ほりがね物産センター屋根等改修工事 ほりがね物産センター ㈱イトウ                                10,342,500
土地改良施設維持管理適正化事業　和田用水地区　取水ゲート改修工事 明科中川手 山﨑建設㈱                              9,240,000
市道新設改良事業　市道穂高 0289 号線　道路改良工事 穂高有明 日東建設㈲                              8,820,000
平成 22 年度きめ細かな臨時交付金事業（繰越）安曇野市指定避難所看板設置工事 穂高・堀金・明科各地域 ㈱石原工務店安曇野営業所              8,820,000

（交付金）公共下水道　青木花見枝線第 14 工区　管渠工事 穂高北穂高 ㈲岩渕組                                5,512,500
道路維持事業　市道豊科１級 29 号線　路肩拡幅舗装工事 豊科高家 ㈲ニッコウ                              4,830,000
都市公園維持管理事業　豊科公園フェンス設置工事 豊科公園 ㈲藤原興業                              4,588,500
市道新設改良事業　市道三郷 1156 号線　道路改良工事 三郷温 イブキ建設㈱                            4,410,000
道路維持事業　市道穂高２級 17 号線　側溝整備工事 穂高有明 有賀組                                  4,200,000
市道新設改良事業　市道堀金１級３号線　歩道設置工事 堀金烏川 ㈱ワークメイト                          3,780,000
道路災害復旧事業　市道明科２級 13 号線　道路災害復旧工事 明科東川手 ㈱横内組                                3,570,000
アルプス保育園遊戯室屋根カバー工事 アルプス保育園 田沢川窪建設㈲                          3,097,500
土地改良施設維持管理適正化事業　富田支線水路地区用水路改修工事 穂高有明 有賀組                                  2,362,500

入札・契約結果（平成 23 年 12 月）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　（単位：円）

優れた芸術文化を鑑賞する機会に触れる「長野
県県民芸術祭 2011」の一環として「県民コンサー
ト in 安曇野」が 2 月 5 日、豊科公民館ホールにて
開催されました。この催しは県内の市町村を巡回
し開催されるもので、合併後、安曇野市での開催
は初めてとなります。当日は、松本市を中心に活
動する松本交響楽団（指揮者 丸山嘉夫さん）によ
る親しみやすいクラシックの名曲 6 曲が演奏され
ました。

家族と鑑賞に来た髙木エヴァン大
だ い ち

智君（5 歳）は
「曲に合わせてみんなで手をたたいたりして、とて
も楽しかったです」とコンサートに満足した様子
でした。アンコールでは、会場に集まった約 500
人の皆さんが県歌「信濃の国」を全員で歌い、寒
空の日曜日、会場が一体となって音楽を楽しみま
した。

　全国小学生バドミントン選手権大会男子ダブ
ルス 5 年生以下の部で優勝した曽根原唱

しょう
君（豊

科南小 5 年）が 2 月 10 日、本庁舎で宮澤市長へ
優勝報告をしました。昨年 12 月に北海道釧路市
で行われた大会では、同じクラブに所属する柏
原迅

じん
君（松川村松川小 5 年）とペアを組んでトー

ナメント戦を戦い、見事優勝しました。同大会
での長野県選手の優勝は初めてです。唱君は、「競
技をはじめ、すべてのことに日々成長していき
たい」とこれからの意気込みを語りました。宮
澤市長は、「市民の誇り。ぜひ、将来は五輪出場
を目指してほしい」とこれからの活躍に期待を
寄せました。

2/5　県民コンサート in 安曇野

2/10　全国小学生バドミントン大会優勝報告

クラシックの調べに至福のひととき

全国優勝 長野県初の快挙
市では、市民の皆さんに防災について関心を

もっていただくため、防災講演会を１月 28 日、
堀金総合体育館で開催しました。
「助かる命を守る共助―地域防災はじめの一

歩」と題した講演では、テレビ・ラジオなどで
活躍する、市民防災ラボ代表の玉木貴

たかし
さんが「災

害時の迅速な人命救助は、隣近所の協力『共助』
が大切である」など、自身の被災経験を交えな
がら講演を行いました。また、共助の力を防災
に役立てるため「地元の事情に合った避難訓練
などできることから始め、日々ステップアップ
していくことが大切」とアドバイスしました。

当日は、自主防災組織や消防団関係者など市
民の皆さん約 300 人が聴講。市民の目線でわか
りやすい防災提案に真剣に耳を傾けていました。

1/28　防災講演会　玉木貴さん講演

ご近所の協力で 助かる命
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介
護
保
険
加
入
者
お
よ
び
そ
の
世
帯
員

▽
市
外
に
住
ん
で
い
る
親
族
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扶
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て
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人
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▽
収
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収
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に
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、
市
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ー
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か
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ン
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ー
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で
き
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。

大
震
災
に
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・
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・
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な
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け
た
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合
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雑
損
控
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の
適
用
を
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け
る
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に
よ
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所
得
税
や
市
県
民
税
の
軽
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け

ら
れ
ま
す
。
ま
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、
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用
地
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得
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た
場
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不
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税
の
軽
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が
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き
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す
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こ
れ
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は
手
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が
必
要
と
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る
場
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が
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す
の
で
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し
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は
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い
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わ

せ
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だ
さ
い
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市
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会
3
月
定
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22
日

（
水
）
か
ら
予
定
し
て
い
ま
す
。
本
会

議
や
委
員
会
な
ど
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ど
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た
で
も
傍
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お
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だ
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い
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を
ご
覧
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だ
さ
い
。

市
で
は
、
昨
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の
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告
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も
と

に
市
県
民
税
の
申
告
書
を
1
月
に
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し
ま
し
た
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申
告
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が
お
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届
か

な
く
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も
、
申
告
が
必
要
な
場
合
が
あ

り
ま
す
。
特
に
平
成
23
年
中
に
収
入
が

無
い
人
で
も
、
次
に
該
当
す
る
場
合
は

申
告
が
必
要
で
す
。
早
め
の
申
告
を
お

願
い
し
ま
す
。
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広告欄　広告についてのお問い合わせは広告主までお願いします

★広告掲載のお申し込みは、（株）共立プラニング（434・2515）まで
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▽
各
総
合
支
所
内
地
域
支
援
課

創
業
を
計
画
、
も
し
く
は
希
望
し
て

い
る
人
を
対
象
に
創
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
ま
す
。「
自
分
の
店
を
持
ち

た
い
」「
自
分
の
ア
イ
デ
ア
を
商
品
化

し
て
販
売
し
た
い
」と
考
え
て
い
る
皆
さ

ん
。
セ
ミ
ナ
ー
を
通
じ
て
創
業
ま
で
の

必
要
な
知
識
が
習
得
で
き
ま
す
。

●
日
時　

3
月
6
日（
火
）、8
日（
木
）、

13
日
（
火
）、15
日
（
木
）（
全
４
回
）

午
後
6
時
30
分
～
9
時
ま
で

●
場
所　

市
商
工
会
2
階
会
議
室

●
内
容　

▽
第
1
回
「
創
業
者
の
体
験

談
」
▽
第
2
回
「
ビ
ジ
ネ
ス
プ
ラ
ン

の
ま
と
め
方
」▽
第
3
回「
利
益
計
画

の
ま
と
め
方
」▽
第
4
回「
資
金
調
達

と
資
金
計
画
、各
種
助
成
に
つ
い
て
」

●
対
象
者　

創
業
を
考
え
て
い
る
人
、

す
で
に
事
業
を
し
て
い
て
、
新
し
い

分
野
を
模
索
し
て
い
る
人

●
参
加
費　

無
料

●
定
員　

20
人

●
講
師　

中
小
企
業
診
断
士 

黒
沢
正

行
さ
ん
、金
融
機
関
関
係
者
、創
業
者

●
申
し
込
み　

市
商
工
会
ま
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

3
月
1
日
か
ら
7
日
ま
で
「
消
し

た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一

度
」
を
統
一
標
語
に
春
の
火
災
予
防
運

動
が
実
施
さ
れ
ま
す
。空
気
が
乾
燥
し
、

火
災
が
起
こ
り
や
す
い
う
え
、
暖
房
器

具
等
の
火
気
を
多
く
使
う
時
期
で
す
。

「
つ
い
」「
う
っ
か
り
」
に
よ
る
火
災
を

起
こ
さ
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
て
あ

っ
た
お
か
げ
で
「
火
災
に
な
ら
な
か
っ

た
」「
小
火
（
ぼ
や
）
で
済
ん
だ
」
と

い
っ
た
事
例
が
多
数
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
お

済
み
で
な
い
人
は
至
急
設
置
し
て
く
だ

さ
い
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
消
防
署
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

高
齢
者
等
の
交
通
事
故
防
止
対
策
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
自
主
的
に
運
転
免
許

の
す
べ
て
を
返
納
し
た
場
合
、
デ
マ
ン

ド
交
通
「
あ
づ
み
ん
」
の
乗
車
回
数
券

を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
者　

運
転
免
許
の
全
て
を
自
主

返
納
し
た
市
民

●
支
援
内
容　

デ
マ
ン
ド
交
通
「
あ
づ

み
ん
」
の
乗
車
回
数
券
９
０
０
０
円

分
を
交
付
（
支
援
は
本
人
の
み
で
一

回
限
り
で
す
）

●
申
請
期
間　

免
許
証
の
自
主
返
納
を

し
て
か
ら
１
年
以
内

●
手
続
方
法　

運
転
免
許
返
納
時
に
交

付
さ
れ
る｢

申
請
に
よ
る
運
転
免
許

取
消
通
知
書｣

と
印
鑑
を
持
参
の
う

え
、次
の
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
請
窓
口　

▽
市
社
会
福
祉
協
議
会
本
所

告

申

の

税
市
県
民
税
・
所
得
税
の
申
告
は

3
月
15
日
（
木
）
ま
で

問
市
県
民
税
に
関
す
る
こ
と　

　

豊
市
民
税
課

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

問
所
得
税
な
ど
国
税
に
関
す
る
こ
と

　

松
本
税
務
署（

32･

２
７
９
０
）

東
日
本
大
震
災
で
被
害
を
受
け
ら
れ
た

皆
さ
ま
へ
税
の
軽
減
措
置
が
あ
り
ま
す

問
所
得
税
な
ど
国
税
に
関
す
る
こ
と

　

松
本
税
務
署（

32･

２
７
９
０
）

問
不
動
産
取
得
税
に
関
す
る
こ
と

　

長
野
県
税
務
課

（

０
２
６･

２
３
２･

０
１
１
１
㈹
）

問
市
県
民
税
に
関
す
る
こ
と

　

豊
市
民
税
課

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

市
議
会
３
月
定
例
会

問
堀
議
会
事
務
局

（

71･

２
１
５
６ 

71･

２
１
５
０
）

運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
支
援
し
ま
す

問
返
納
手
続
き
に
関
す
る
こ
と

　

安
曇
野
警
察
署
免
許
係

（

72･

０
１
１
０
）

問
自
主
返
納
支
援
事
業
に
関
す
る
こ
と

　

穂
生
活
環
境
課
交
通
防
犯
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

創
業
実
現
セ
ミ
ナ
ー
開
催

問
商
工
会
明
科
支
所

（

62
・
２
３
１
７ 

62
・
５
４
５
６
）

　

穂
商
工
労
政
課
商
業
労
政
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

3
月
1
日（
木
）～
7
日（
水
）

春
の
火
災
予
防
運
動

問
堀
危
機
管
理
室
消
防
防
災
担
当

（

72
・
６
７
６
９ 

72
・
６
７
３
９
）

　

豊
科
消
防
署（

72･

３
１
４
５
）

　

穂
高
消
防
署（

82･

３
２
６
２
）

　

梓
川
消
防
署（

78･

２
０
９
０
）

　

明
科
消
防
署（

62･

２
９
９
２
）

会

議

援

支

心

用

の

火
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●
内
容　
「
家
庭
裁
判
所
へ
の
提
出
書

類
の
書
き
方
講
座
」「
成
年
後
見
活

動
に
関
す
る
疑
問
・
質
問
」

●
申
し
込
み　

3
月
9
日（
金
）ま
で
に

松
本
市
社
会
福
祉
協
議
会
成
年
後
見

支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し
（
88･

６
６
９
９ 

88･

６
６
４
７
）
へ
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

戦
没
者
等
の
遺
族
に
対
す
る
第
9
回

特
別
弔
慰
金
の
請
求
期
限
が
迫
っ
て
い

ま
す
。
該
当
さ
れ
る
人
で
未
請
求
の
場

合
は
お
急
ぎ
く
だ
さ
い
。
未
請
求
の
場

合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

●
支
給
対
象
者　

平
成
17
年
4
月
１
日

～
平
成
21
年
3
月
31
日
の
間
に
恩
給

法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
や
、
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
遺

族
年
金
を
受
け
る
人
が
亡
く
な
る
な

ど
し
た
こ
と
に
よ
り
、
平
成
21
年
4

月
1
日
に
お
い
て
年
金
給
付
の
受
給

権
者
が
い
な
い
場
合
で
、
戦
没
者
等

の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
の
う
ち
先
順

位
１
人
。
請
求
手
続
き
な
ど
詳
し
く

は
、
社
会
福
祉
課
ま
た
は
各
総
合
支

所
市
民
福
祉
課
福
祉
係
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
請
求
期
限　

平
成
24
年
4
月
2
日

精
神
ま
た
は
身
体
に
重
度
の
障
害
を

お
持
ち
の
人
の
福
祉
増
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
対
象
者
に
福
祉
金
を

支
給
し
ま
す
。
対
象
者
で
、
支
給
申
請

を
さ
れ
て
い
な
い
人
は
次
に
よ
り
申
請

を
し
て
く
だ
さ
い
。　

●
対
象
者　

在
宅
で
継
続
し
て
3
カ
月

以
上
入
院
を
し
て
い
な
い
次
の
①
か

ら
③
の
人
。
①
障
害
児（
20
歳
未
満
）

▽
身
体
障
害
者
手
帳（
１
～
３
級
）▽

療
育
手
帳（
Ａ
・
Ｂ
）
②
精
神
障
害
者

（
20
歳
以
上
）▽
精
神
障
害
者
保
健
福

祉
手
帳
（
1
・
2
級
）
③
特
別
児
童

扶
養
手
当
等
の
支
給
に
関
す
る
法
律

に
規
定
す
る
程
度
の
状
態
に
あ
る
者

●
支
給
内
容　

月
額
２
０
０
０
円

　
（
年
2
回　

4
月
と
10
月
に
支
給
）

●
申
請
期
限　

随
時

●
申
請
方
法　

障
害
者
手
帳
等
・
印
鑑
・

振
込
先
の
通
帳
を
持
参
の
う
え
、
穂

高
健
康
支
援
セ
ン
タ
ー
内
社
会
福
祉

課
障
害
福
祉
係
ま
た
は
各
総
合
支
所

市
民
福
祉
課
福
祉
係
で
申
請
を
し
て

く
だ
さ
い
。

●
そ
の
他　

現
況
届
の
提
出
は
年
2
回

（
8
月
上
旬
・
2
月
上
旬
）
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は

し
で
は
、
成
年
後
見
人
・
保
佐
人
・
補

助
人
と
し
て
活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん

が
、
相
互
に
情
報
交
換
を
行
い
、
ま
た
、

専
門
家
か
ら
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
成
年
後
見
活

動
に
つ
な
げ
ら
れ
る
よ
う
に
「
成
年
後

見
人
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
ま
す
。
日

頃
の
成
年
後
見
活
動
で
不
安
な
こ
と
、

困
っ
た
こ
と
な
ど
を
話
し
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

●
日
時　

3
月
15
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
～
3
時
30
分

●
場
所　

松
本
市
梓
川
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

●
対
象
者　

本
人
ま
た
は
被
成
年
後
見

人
等
が
松
本
市
・
安
曇
野
市
・
生
坂

村
・
山
形
村
・
筑
北
村
に
在
住
の
成

年
後
見
人
等

●
参
加
費　

無
料

健康で明るく、充実した日々を
女性の健康週間

長野労働局からのお知らせ
改正育児・介護休業法が全面施行されます！

厚生労働省では、女性が生涯を通じて健康で明る
く、充実した日々を自立して過ごすことを総合的に
支援するため、毎年、3 月 1 日から 8 日までの間「女
性の健康週間」として定めています。女性の健康づ
くりを国民運動として展開するこの取り組みに、ご
協力をお願いします。

問健健康推進課保健予防担当
　（481･0726 681･0703）

平成 21 年に改正された育児・介護休業法について、
平成 24 年 7 月 1 日から、これまで適用が猶予されて
いた従業員数が 100 人以下の事業主にも「短時間勤
務制度」「所定外労働の免除」「介護休暇」などの制
度が適用になります。就業規則など詳しい内容は、
長野労働局ホームページをご覧ください。

問い合わせ・ご相談は
長野労働局雇用均等室（4026･227･0125）

市
の
人
権
擁
護
委
員
の
う
ち
、
2
人

の
委
員
が
任
期
満
了
に
よ
り
退
任
さ
れ

た
た
め
、
平
成
23
年
10
月
1
日
付
け
で

三
澤
一
子
委
員
が
、
ま
た
平
成
24
年
1

月
1
日
付
で
丸
山
好
夫
委
員
が
新
た
に

委
員
と
し
て
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
に
基
づ
き
、

国
民
の
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
目
的
と

し
て
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た
人

で
す
。

市
で
は
、自
宅
で
重
度
の
要
介
護
高

齢
者
等
を
介
護
さ
れ
て
い
る
家
族
に
対

し
て
、
家
族
介
護
用
品
購
入
助
成
券
を

交
付
し
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年
度
よ

り
要
介
護
4
・
5
の
市
民
税
非
課
税
世

帯
の
助
成
額
を
変
更
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

●
変
更
内
容　

６
０
０
０
円
／
月
↓
５
０
０
０
円
／
月

※
要
介
護
3
お
よ
び
要
介
護
4
・
5
の

市
民
税
課
税
世
帯
に
属
す
る
高
齢
者

等
を
介
護
さ
れ
て
い
る
人
へ
の
助
成

額
１
０
０
０
円
／
月
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
。

住みよい環境、美しい川を次世代へ　下水道への接続はお済みですか？
下水道の整備が完了し供用開始になると、台所・風呂場・トイレなどからの排水を下水道に流すことがで

きます。この下水道への接続は、供用開始の日から 3 年以内に行わなければならないことが、下水道法と市
公共下水道条例により義務付けられています。まだ、お済みでないお宅は、早めに工事をお願いします。工
事は、市に登録してある指定工事店へご連絡ください。
●融資制度をご利用ください　供用開始の日から 3 年以内に宅内工事を行う場合、金融機関からの融資を受

ける際、利子の一部を市が負担する制度があります。詳しくは、下水道課へお問い合わせください。
●住ま居る（スマイル）応援制度を利用ください　水洗器具の取り付け等、住宅の改修工事を応援する制度『住

ま居る応援制度』があります。詳しくは、穂商工労政課（482･3131 ㈹）へお問い合わせください。
問豊下水道課維持管理担当（472･3111 ㈹ 672･2510）

成
年
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
か
け
は
し

成
年
後
見
人
の
つ
ど
い

問
健
高
齢
者
介
護
課
介
護
予
防
係

（

81
・
０
７
６
０ 
81
・
０
７
０
３
）

家
族
介
護
用
品
購
入
助
成
事
業
の

助
成
額
の
変
更

問
健
高
齢
者
介
護
課
高
齢
者
福
祉
係

（

81
・
０
７
３
１ 

81
・
０
７
０
３
）

人
権
擁
護
委
員
の
交
代

問
法
務
局
松
本
支
局

（

32
・
２
５
７
１ 

32
・
２
５
７
２
）

問
本
人
権
男
女
共
同
参
画
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

第
9
回
特
別
弔
慰
金
の
支
給

問
健
社
会
福
祉
課
福
祉
総
務
係

（

81
・
１
６
２
２ 

81
・
０
７
０
３
）

重
度
心
身
障
害
者
福
祉
金

問
健
社
会
福
祉
課
障
害
福
祉
係

（

81
・
０
７
２
４ 

81
・
０
７
０
３
）

「一人では ･･･」
社会教育指導員

川口邦博

人 権 コ ラ ム

　一人では何もできない。
一人が始めなければ何も始まらない。
このような話がある。「森が火事になっ

た。森に住んでいる動物たちは、洞窟に逃
げ込み火が治まるのを待った。だが一羽の
小鳥が火に向かって羽につけた水をかけて
いる。何度も火事場と湖を往復し、消火に
努めている。火の勢いは一向に治まらない
が ･･･」。

小鳥の行為は無益であるが、そうせずに
はおれない崇高な精神に思える。
「同和問題は差別の問題。差別は、生命

と人権を侵害する。人権は誰もが幸せに生
きることができる権利。だから、相互の生
命と人権を大事にしていこう。」と教えて
いただいたことがある。問題が自分の身に
ふりかかってこないとなかなか本腰をあげ
れない。ご逝去の報は毎日あるが、「生命
に限りがある」ことを顧みることはない。
身近な人が亡くなって気づくことが大概で
ある。「寿命」は切実な自分自身の問題であ
る。「人権」も身近な自分自身の問題である。

森を愛し、健気に消火に努める小鳥の
精神に学び、自分の差別意識に気づき、問
いかけ、是正に努めていきたい。「一人で
は何もできない」と傍観せずに、「一人が
始めなければ何も始まらない」との立場に
たって ･･･。

権

人

―― 人権擁護委員の皆さんを紹介します ――
地域 氏名

豊科

勝
かつやま

山　孝
た か こ

子

藤
ふじわら

原　和
か ず こ

子

奥
おくむら

村　雅
まさひこ

彦

清
き よ の

野　昌
まさ

訓
のり

穂高

吉
よしさわ

澤萬
ま

千
ち こ

子

尾
お だ い

台　鞆
ともかず

一

高
たかやま

山　正
まさのぶ

宣

等
と ど り き

々力増
ま す お

男

地域 氏名

三郷
中
なかむら

村　道
み ち こ

子

關
せき

　　恒
つねはる

明

丸
まるやま

山　好
よ し お

夫

堀金 田
た ぐ ち

口　勝
か つ じ

二

三
み さ わ

澤　一
か ず こ

子

明科 唐
かわさわ

沢　武
た け し

志

横
よこうち

内理
り え こ

恵子

（平成 24 年 2 月 22 日現在）

護

介
・

祉

福



202012.2.22　広報あづみの

本 堀豊豊 穂 三市役所本庁舎 豊科総合支所県安曇野庁舎 穂高総合支所 堀金総合支所 明科総合支所 穂高健康支援センター明 健本 堀豊安 穂 三 三郷総合支所 明 健

21 広報あづみの　2012.2.22

土
地
や
建
物
の
相
続
・
贈
与
・
売
買

な
ど
不
動
産
の
権
利
の
登
記
、
会
社
・

法
人
な
ど
の
設
立
・
変
更
・
解
散
な
ど

の
登
記
、
ま
た
裁
判
所
へ
の
提
出
書
類

の
作
成
な
ど
、
関
連
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

相
談
に
応
じ
ま
す
。

●
日
時　

3
月
14
日
（
水
）
▽
午
前
9

時
～
正
午
▽
午
後
１
時
～
午
後
4
時

●
場
所　

豊
科
公
民
館
2
階
小
会
議
室

●
定
員　

12
人
（
先
着
順
）

●
申
し
込
み　

3
月
7
日
（
水
）
午
前

9
時
か
ら
受
け
付
け
開
始
。
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

裁
判
所
に
は
、
裁
判
官
や
調
停
委
員

の
立
会
い
の
も
と
、
話
合
い
に
よ
っ
て

ト
ラ
ブ
ル
を
解
決
す
る
「
民
事
調
停
」

と
い
う
手
続
き
が
あ
り
ま
す
。
民
事
調

停
は
裁
判
の
よ
う
に
厳
格
な
手
続
き
で

な
く
、
時
間
や
費
用
を
掛
け
ず
に
ト
ラ

ブ
ル
を
円
満
に
解
決
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
民
事
調
停
に

は
、「
申
立
て
が
簡
単
」「
申
立
手
数
料

が
訴
訟
よ
り
も
低
額
」「
手
続
き
の
非

公
開
」「
裁
判
官
や
豊
富
な
知
識
経
験

を
有
す
る
調
停
委
員
の
関
与
」「
合
意

を
記
載
し
た
調
書
等
に
は
執
行
力
が
あ

る
」
な
ど
の
利
点
も
あ
り
ま
す
。
詳
し

く
は
、
長
野
地
方
裁
判
所
事
務
局
総

務
課
（
０
２
６･
４
０
３･

２
０
０
８
）

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
骨
粗
し
ょ
う
症
と
歯
周
疾

患
予
防
を
目
的
に
骨
・
歯
科
検
診
を
実

施
し
ま
す
。
対
象
で
検
診
を
希
望
す
る

人
は
申
込
期
間
内
に
希
望
す
る
検
診
会

場
の
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
に
な
り
次
第
、

締
め
切
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

●
対
象　

20
歳
以
上
の
市
内
に
住
民
票

の
あ
る
人

●
内
容
／
料
金　

▽
骨
検
診
（
骨
密
度
測
定
・
栄
養
相
談
）

１
、０
０
０
円

▽
歯
科
検
診
（
検
診
・
相
談
）
無
料

●
申
込
期
間　

3
月
1
日
（
木
）
～
16

日
（
金
）
午
前
8
時
30
分
～
午
後
5

時
15
分
（
土
日
を
除
く
）

●
申
込
方
法　

希
望
す
る
検
診
会
場
の

保
健
セ
ン
タ
ー
に
電
話
で
希
望
日
と

時
間
帯
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。
後
日

受
診
券
と
問
診
票
を
送
り
ま
す
。

東日本大震災 自衛隊活動写真展
　自衛隊長野地方協力本部松本地域
事務所では、東日本大震災での救助活
動、捜索活動、輸送支援をはじめ、給
水・給食・入浴・医療などの民生支援、
がれき処理、原子力災害派遣等の活動
写真展を開催します。
●日時　3月6日（火）～10日（土）まで
　10：00 ～ 17：45（入場無料）
●場所　自衛隊広報センター「信濃」
問自衛隊広報センター信濃（436･2787）

事
業
補
助
金
」
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

本
年
度
、こ
の
補
助
金
の
交
付
を
受
け
、

特
徴
の
あ
る
活
動
を
実
施
し
た
25
団
体

の
市
民
活
動
事
業
成
果
に
つ
い
て
、
各

団
体
に
よ
る
発
表
会
を
行
い
ま
す
。
地

域
で
身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
活
動
を
知

っ
て
い
た
だ
け
る
機
会
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
広
が
り
の
場
と
す
る
た
め
、
多
く

の
市
民
の
皆
さ
ん
の
、
ご
参
加
を
お
待

ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

3
月
3
日
（
土
）

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ 

午
後
１
時
45
分

▽
発
表
会 

午
後
2
時
～

●
場
所　

穂
高
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー　

「
み
ら
い
」
多
目
的
交
流
ホ
ー
ル

（
財
）
長
野
県
市
町
村
振
興
協
会
で

は
、
宝
く
じ
の
収
益
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
行

う
こ
と
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健
全
な
発

達
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
自
治
会
な

ど
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
事
業
へ
助
成
を
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
、
次
の
地
域
の

備
品
な
ど
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

▽
豊
科
地
域　

成
相
区
自
治
会

　

神
輿
の
全
面
修
理

▽
豊
科
地
域　

徳
治
郎
区
自
治
会

　

和
太
鼓
・
長
机
・
発
電
機
・
ス
ク
リ

ー
ン
な
ど

▽
明
科
地
域　

宮
中
区
自
主
防
災
会

防
災
用
テ
ン
ト
、
発
電
機
、
リ
ヤ
カ

ー
な
ど

▽
明
科
地
域　

下
押
野
区
自
主
防
災
隊

防
災
用
テ
ン
ト
、
発
電
機
、
バ
ル
ー

ン
型
照
明
な
ど

※
豊
科
地
域
の
成
相
区
で
は
１
月
14
日

と
15
日
、
隣
の
新
田
区
と
同
時
に
あ

め
市
が
開
催
さ
れ
、
生
ま
れ
変
わ
っ

た
神
輿
の
披
露
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
明
科
地
域
の
下
押
野
区
自
主

防
災
隊
で
は
11
月
27
日
、
下
押
野
集

会
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
防
災
訓
練
の

中
で
装
備
品
の
披
露
が
さ
れ
ま
し
た
。

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
は
、
発

電
用
施
設
の
立
地
地
域
と
、
周
辺
地
域

で
行
わ
れ
る
公
共
施
設
の
整
備
、
住
民

福
祉
の
向
上
に
資
す
る
事
業
に
対
し
て

国
か
ら
交
付
さ
れ
ま
す
。
市
内
で
は
9

箇
所
の
発
電
用
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い

て
、
昨
年
度
は
１
、５
７
０
万
円
の
交

付
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
交
付

金
は
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
の
た
め
に

活
用
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
は
、
支
え
あ
う
地
域
社
会
を
目

指
し
、
自
主
的
で
主
体
的
な
地
域
に
根

ざ
し
た
市
民
活
動
事
業
を
支
援
す
る
た

め
「
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り り

く

づ

康

健骨
・
歯
科
検
診
の
受
診
者
の
募
集

問
各
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た
は

　
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

（

81
・
０
７
２
６ 

81
・
０
７
０
３
）

司
法
書
士
に
よ
る

登
記
・
法
律
無
料
相
談

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

暮
ら
し
に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

問
安
企
画
政
策
課
企
画
担
当

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

（
財
）長
野
県
市
町
村
振
興
協
会

の
助
成
で
防
災
資
機
材
と
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
設
備
を
整
備

問
豊
地
域
支
援
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
８
３
４
０
）

問
明
地
域
支
援
課
ま
ち
づ
く
り
推
進
係

（

62
・
３
０
０
１
㈹ 

62
・
４
７
４
７
）

身
近
な
ト
ラ
ブ
ル
で
お
困
り
の
方

へ
民
事
調
停
で
円
満
な
解
決
を

問
本
総
務
課
庶
務
係

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
１
５
５
）

談

相 検診会場 電話番号 検診予定日 受付時間 定員

豊科保健センター 72･9970 5月 7日（月）午前・午後
5月 8日（火）午前・午後

【午前】
9：30～11：30

【午後】
13：30～15：30

（30 分ごとの時間
指定）

180 人

穂高保健センター 81･0711 5月 9日（水）午前・午後
5月10日（木）午前 150 人

明科保健センター 81･2251 5月10日（木）午後 70 人
三郷保健センター 77･9111 5月11日（金）午前 70 人
堀金保健センター 73･5770 5月11日（金）午後 70 人

1 月分の空間放射線量
市では、簡易測定器を使用し

て空間放射線量の測定を市内公
共施設で行っています。各庁舎
の 1 月分の測定結果は右表のと
おりです。いずれの地点におい
ても健康に影響のない値でした。
詳しくは市ホームページをご覧
ください。

測定
結果

測定
地点

（マイクロシーベルト／時間）
1/10
（火）

1/17
（火）

1/24
（火）

1/31
（火）

本庁舎 0.09 0.10 0.09 0.09
豊科庁舎 0.09 0.09 0.08 0.09
穂高庁舎 0.10 0.10 0.10 0.10
三郷庁舎 0.10 0.09 0.10 0.10
堀金庁舎 0.09 0.09 0.10 0.09
明科庁舎 0.09 0.09 0.08 0.08
穂高健康
支援センター 0.11 0.11 0.10 0.10

問穂生活環境課環境保全係（482･3131 ㈹ 682･6622）

●検診の日程

※骨検診は、手首からひじまでのレントゲン撮影で骨密度を測定します。
※妊娠中・妊娠している可能性のある人は、骨検診は受けられません。
※骨検診のみ、歯科検診のみの受け付けもできます。

り

く

づ

ち

ま
つ
な
が
り
ひ
ろ
が
る
地
域
づ
く
り
事
業

市
民
活
動
事
業
成
果
発
表
会

問
各
総
合
支
所
地
域
支
援
課
ま
ち
づ

く
り
推
進
係
ま
た
は

安
ま
ち
づ
く
り
推
進
課

（

71
・
２
０
０
０
㈹ 

71
・
５
０
０
０
）

徳治郎区自治会が整備した和太鼓・長机・
発電機・スクリーンなど

成相区自治会が全面修理した神輿 下押野区自主防災隊が整備した防災用テン
ト・発電機・バルーン型照明など

宮中区自主防災会が整備した防災用テン
ト・発電機・リヤカーなど
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ロ
ー
ド
し
て
い
た
だ
く
か
建
設
課
維

持
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間　

3
月
1
日
（
木
）
～
12

日
（
月
）（
土
・
日
は
除
く
）

●
受
付
場
所
・
時
間　

豊
科
総
合
支
所

内
建
設
課
維
持
係　

午
前
9
時
～
午

後
5
時

●
選
考
結
果　

3
月
末
ま
で
に
郵
送
に

よ
り
通
知
し
ま
す
。

●
登
録
有
効
期
間　

平
成
24
年
4
月
１

日
～
平
成
25
年
3
月
31
日（
１
年
間
）

平
成
23
年
12
月
8
日
（
木
）
か
ら

平
成
24
年
1
月
6
日
（
金
）
ま
で
の
30

日
間
、「
安
曇
野
市
屋
外
広
告
物
条
例

（
案
）」
に
関
す
る
意
見
な
ど
を
募
集
し

ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
ご
意
見
お
よ
び

市
の
考
え
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
縦

覧
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
意
見
を
踏
ま
え

た
条
例
お
よ
び
施
行
規
則
に
つ
い
て

は
、
策
定
後
に
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

●
閲
覧
期
間　

2
月
22
日（
水
）～
3
月

22
日（
木
）窓
口
の
閲
覧
は
平
日
午
前

8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

●
閲
覧
場
所　

豊
科
総
合
支
所
内
建
築

住
宅
課
窓
口
ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

市
と
安
曇
野
環
境
市
民
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
で
は
、
よ
り
良
い
安
曇
野
の
環
境

づ
く
り
の
一
環
と
し
て
環
境
学
習
の
推

進
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま

す
。
昨
年
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
１
で

は
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
参
加
団
体
が
作
成

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
2
回
目
と
な
る
今
回
は
、
市
内
小

中
学
校
で
実
施
さ
れ
て
い
る
環
境
学
習

の
事
例
や
、
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

紹
介
し
ま
す
。
学
校
や
地
域
で
環
境
に

つ
い
て
学
び
、
体
験
す
る
方
法
や
機
会

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
会
場　

豊
科
交
流
学
習
セ
ン
タ
ー

「
き
ぼ
う
」
2
階
ホ
ー
ル

環
境
学
習
事
例
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
紹
介

▽
事
例
発
表　

3
月
3
日
（
土
）

午
後
1
時
30
分
～
4
時

▽
展
示　

2
月
29
日
（
水
）
～
3
月
4

日
（
日
）
午
前
9
時
～
午
後
5
時

※
4
日
の
み
午
後
3
時
ま
で

市
で
は
、
平
成
24
年
度
の
工
事
費
１

０
０
万
円
未
満
小
規
模
土
木
工
事
受
注

希
望
事
業
者
を
追
加
募
集
し
ま
す
。
平

成
23
年
度
登
録
業
者
の
皆
さ
ま
は
申
請

不
要
で
す
。

●
登
録
要
件　

市
内
に
本
社
を
有
し
、

次
の
①
～
⑤
の
す
べ
て
に
該
当
し
て

い
る
こ
と
。
①
契
約
を
締
結
す
る
能

力
を
有
す
る
者
お
よ
び
破
産
者
で
な

い
者
②
市
建
設
工
事
等
入
札
参
加
資

格
者
名
簿
（
土
木
）
に
登
録
さ
れ
て

い
る
者
（
た
だ
し
、
市
道
除
雪
受
託

者
は
こ
の
限
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

③
希
望
業
種
の
履
行
に
あ
た
り
必
要

と
な
る
資
格
、
許
可
等
を
有
す
る
者

④
自
社
に
お
い
て
施
工
能
力
を
有
す

る
者
（
一
括
下
請
け
の
禁
止
）
市
内

全
域
施
工
が
可
能
な
者
⑤
夜
間
、
緊

急
、
災
害
時
に
出
動
で
き
る
者

●
申
請
方
法　

平
成
24
年
度
安
曇
野
市

小
規
模
土
木
工
事
登
録
制
度
要
領
に

基
づ
き
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
同
要

領
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

農
地
法
の
改
正
に
よ
り
標
準
小
作

料
制
度
が
な
く
な
り
、
代
わ
っ
て
過
去

１
年
間
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
農
地

の
賃
貸
借
デ
ー
タ
を
基
に
、
賃
借
料
の

情
報
提
供
を
行
う
こ
と
と
な
っ
て
い
ま

す
。
平
成
23
年
1
月
か
ら
12
月
ま
で
の

間
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃
借
料
情

報
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
農
地
の
賃
貸

借
契
約
（
利
用
権
設
定
等
）
を
締
結
す

る
際
の
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

過
去
に
農
振
除
外
さ
れ
て
い
る
農
地

で
、
事
業
に
着
手
し
て
い
な
い
農
地
を

お
持
ち
の
人
は
、
3
月
15
日
ま
で
に
今

後
の
開
発
計
画
な
ど
に
つ
い
て
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
開
発

に
つ
い
て
は
、
昨
年
4
月
か
ら
施
行
さ

れ
た
土
地
利
用
条
例
の
手
続
き
が
必
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
事
業
に
着

手
す
る
前
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
開
発
の
事
例　

▽
農
地
を
宅
地
に
し

た
い
。
▽
駐
車
場
・
資
材
置
き
場
を

造
り
た
い
。
▽
一
般
住
宅
を
食
堂
や

事
務
所（
工
場
）に
し
た
い
。
▽
新
た

に
工
場
や
商
店
を
造
り
た
い
。
▽
住

宅
分
譲
を
し
た
い
。
▽
分
譲
住
宅
を

購
入
し
、
住
宅
を
建
て
た
い
。
▽
敷

地
を
広
げ
た
い
。
▽
住
宅
を
増
築
・

改
築
・
移
転
し
た
い
。
▽
分
家
を
出

し
た
い
。
▽
鉄
塔
を
建
て
た
い
。
▽

井
戸
を
掘
り
た
い
な
ど
。

森
林
法
の
改
正
に
よ
り
、
平
成
24
年

4
月
以
降
、個
人
・
法
人
を
問
わ
ず
売
買

や
相
続
等
に
よ
り
森
林
の
土
地
を
新
た

に
取
得
し
た
人
は
、
面
積
に
関
わ
ら
ず

市
町
村
長
へ
の
事
後
届
け
出
が
義
務
付

け
ら
れ
ま
し
た
。た
だ
し
、国
土
利
用
計

画
法
に
基
づ
く
土
地
売
買
契
約
の
届
け

出
を
提
出
し
て
い
る
人
は
対
象
外
で
す
。

●
届
出
期
間　

土
地
の
所
有
者
と
な
っ

た
日
か
ら
90
日
以
内
（
取
得
し
た
土

地
の
あ
る
市
町
村
の
長
に
届
け
出
）

●
届
け
出
事
項　

届
け
出
者
と
前
所
有

者
の
住
所
氏
名
、
所
有
者
と
な
っ
た

年
月
日
、
所
有
権
移
転
の
原
因
、
土

地
の
所
在
場
所
・
面
積
と
と
も
に
、

土
地
の
用
途
等
を
記
載
。
添
付
書
類

は
登
記
事
項
証
明
書
（
写
し
も
可
）

ま
た
は
土
地
売
買
契
約
書
な
ど
権
利

を
取
得
し
た
こ
と
が
分
か
る
書
類
の

写
し
、
土
地
の
位
置
を
示
す
図
面
な

ど
。詳
し
く
は
、県
森
林
政
策
課
森
林

計
画
係（
０
２
６･

２
３
５･

７
２
６

９
）、松
本
地
方
事
務
所
林
務
課
普
及

係
ま
た
は
市
の
林
務
担
当
ま
で
。

長野県内の最低賃金 694 円（効力発生日　平成 23 年 10 月１日）

預金保険機構・長野財務事務所からのお知らせ
預金保険制度についてご存知ですか？

長野県最低賃金は、県内の事業場で働くすべての労働者に適用されます。なお , 下記の産業で働く労働者に
はそれぞれの特定（産業別）最低賃金が適用されます。

「預金保険制度」は、万が一金融機関が破たんした場合に、預金者等の保護や資金決済の履行の確保を図る
ことによって、信用秩序を維持することを目的とした制度です。当座預金や利息の付かない普通預金等は全
額保護されます。定期預金や利息の付く普通預金等は、預金者一人当たり一金融機関ごとに合算され、元本
1,000 万円までとその利息等が保護されます。それを超える部分は破たんした金融機関の残余財産の状況に応
じて支払われるため、一部支払われない可能性があります。「預金保険制度」に加入している金融機関は、銀
行（日本国内に本店のあるもの、ゆうちょ銀行を含む）、信用金庫、信金中央金庫、信用組合、全国信用協同
組合連合会、労働金庫、労働金庫連合会、商工組合中央金庫です。詳しい内容は、http://www.dic.go.jp/ を
ご覧ください。
問い合わせ・ご相談は　預金保険機構（403･3212･6029）長野財務事務所（4026･234･5123）

集

募安
曇
野
市
小
規
模
土
木
工
事

受
注
希
望
事
業
者
の
追
加
募
集

問
豊
建
設
課
維
持
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

森
林
の
所
有
者
届
け
出
制
度
が

４
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す

問
豊
建
設
課
維
持
係

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

農
地
の
賃
借
料
情
報

問
三
農
業
委
員
会
事
務
局

（

77
・
３
１
１
１
㈹ 

77
・
６
０
６
０
）

農
振
除
外
と
な
っ
た
農
地
の

開
発
相
談
を
！

問
豊
建
築
住
宅
課
開
発
調
整
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

　
　

屋
外
広
告
物
条
例（
案
）

　
　

意
見
募
集
の
結
果

問
豊
建
築
住
宅
課
建
築
景
観
係

（

72
・
３
１
１
１
㈹ 

72
・
３
５
６
９
）

結果

習

学

境

環
環
境
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
２

環
境
学
習
の
推
進
に
向
け
て

問
穂
生
活
環
境
課
環
境
基
本
計
画
推
進
係

（

82
・
３
１
３
１
㈹ 

82
・
６
６
２
２
）

業

林

農

上
記
の
一
覧
表
は
、
平
成
23
年
中
の
賃
貸
借

デ
ー
タ
に
基
づ
く
実
勢
額
で
す
。
状
況
に
応

じ
て
双
方
の
話
し
合
い
で
決
め
て
く
だ
さ
い
。

平
均
額
は
、各
区
分
の
平
均
値
（
四
捨
五
入
前
）

を
デ
ー
タ
数
に
よ
り
加
重
平
均
し
た
値
で
す
。

水
利
費
な
ど
は
双
方
で
話
し
合
っ
て
く
だ
さ
い
。

樹
園
地
の
数
値
は
果
樹
の
状
況
に
よ
り
変
動

が
あ
り
ま
す
。

農地の区分 豊科 穂高 三郷 堀金 明科

水
田

20ａ以上の作業
効率の良い水田

最高 20,000 25,000 20,000 17,000 10,000
平均 13,397 14,424 14,113 11,743 8,714
最低 5,000 5,000 10,000 7,000 4,000

上記以外の水田
最高 20,000 25,000 20,000 17,000 10,000
平均 12,591 10,657 11,959 10,330 9,443
最低 5,000 3,500 5,000 4,400 3,000

畑

20ａ以上の作業効
率の良い普通畑

最高 データ
なし

13,000 20,000 10,000 データ
なし平均 7,172 10,224 6,571

最低 5,000 4,000 5,000

上記以外の畑
最高 データ

なし

14,500 20,000 17,000 データ
なし平均 5,620 9,318 8,081

最低 3,000 5,000 3,000

樹園地
最高 データ

なし
データ
なし

20,000 データ
なし

データ
なし平均 12,608

最低 5,000

●賃貸借料情報一覧　　　    　　　　　　　　（10ａ当たり）

特定（産業別）最低賃金 時間額 効力発生日
電子部品・電気機械器具・情報通
信機械器具などの製造業 785 円 平成 23 年 11 月 27 日

はん用機械器具・自動車 ･ 同付属
品などの製造業 796 円 平成 23 年 11 月 27 日

各種商品小売業 753 円 平成 23 年 12 月 31 日
印刷・製版業 747 円 平成 23 年 12 月 31 日

問い合わせ・ご相談は
長野労働局労働基準部賃金室

（4026･223･0555）
松本労働基準監督署（明科地域）

（448･5693）
大町労働基準監督署（明科以外）

（40261･22･2001）
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◎
お
譲
り
く
だ
さ
い

市
で
は
、
リ
ユ
ー
ス
（
再
使
用
）
の
取

り
組
み
と
し
て
、
自
転
車
の
修
理
、
再
生

を
行
い
、
希
望
者
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

ま
だ
使
え
る
も
の
で
不
要
と
な
っ
た
自
転

車
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
豊
科
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
の
リ
サ
イ
ク
ル
工
房
へ
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
受
け
入
れ
は
通
年
行
っ
て
い

ま
す
。
傷
み
が
ひ
ど
く
再
生
に
向
か
な
い

自
転
車
は
受
け
入
れ
で
き
ま
せ
ん
。

●
日
時　

毎
月
第
4
土
・
日
曜
日

　

午
前
9
時
～
午
後
3
時

●
場
所　

豊
科
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

◎
抽
選
に
よ
り
販
売
し
ま
す

　

自
転
車
整
備
士
に
よ
り
修
理
、
再
生
さ

れ
た
約
80
台
の
自
転
車
を
抽
選
に
よ
り
販

　

平
成
24
年
度
家
庭
ご
み
・
資
源
物
収
集

カ
レ
ン
ダ
ー
を
、
豊
科
地
域
は
2
月
15
日

以
降
、
そ
の
他
の
地
域
は
3
月
7
日
以

降
に
各
家
庭
へ
お
届
け
す
る
予
定
で
す
。

万
一
ご
家
庭
に
届
か
な
い
場
合
、
ま
た
は

地
区
の
集
積
所
な
ど
で
必
要
な
場
合
は
、

各
総
合
支
所
内
地
域
支
援
課
生
活
環
境
係

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
穂
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
処
理
対
策
担
当

（
82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
内
地
域
支
援
課
生

活
環
境
係

売
し
ま
す
。
自
転
車
は
新
品
で
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、
趣
旨
を
ご
理
解
の
う
え
参
加

し
て
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

3
月
11
日
（
日
）
受
付　

午
前

9
時
30
分
～
10
時
ま
で
（
時
間
厳
守
）

抽
選
販
売　

午
前
10
時
～

●
場
所　

豊
科
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー

●
費
用　

自
転
車
代
金
、
防
犯
登
録
料

５
０
０
円
、
Ｔ
Ｓ
マ
ー
ク
料
金
（
賠
償

責
任
保
険
付
）
１
０
０
０
円
別
途
必
要

問
豊
地
域
支
援
課
生
活
環
境
係

　
（
72･

３
１
１
１
㈹ 

72･

８
３
４
０
）

　

ま
た
は
穂
廃
棄
物
対
策
課
廃
棄
物
処
理

　

対
策
担
当

　
（
82･

３
１
３
１
㈹ 

82･

６
６
２
２
）

平
成
20
年
度
よ
り
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
人
を
対
象
に
特
定
健
康
診
査
が

始
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
健
診
は
、
加
入

し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
実
施
す
る
よ

う
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
健
診

の
目
的
は
、
現
在
の
医
療
保
険
制
度
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
、
糖
尿
病
等
の

生
活
習
慣
病
患
者
や
予
備
群
の
人
を
25

％
減
ら
し
、
医
療
費
の
伸
び
を
抑
え
る

こ
と
で
す
。

糖
尿
病
や
高
血
圧
、脂
質
異
常
症
は
、

自
覚
症
状
の
な
い
ま
ま
血
管
な
ど
を
傷

め
て
い
き
ま
す
。
気
付
い
た
時
に
は
、

脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
な
ど
命
に
か
か
わ

る
病
気
や
、
失
明
、
人
工
透
析
な
ど
生

活
に
大
き
な
影
響
を
与
え
る
状
況
に
な

っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
病
気
や
障
が
い
を
防
ぐ
第
一
歩

は
「
健
診
を
受
け
、
異
常
を
早
期
発
見

す
る
」
こ
と
で
す
。

国
で
は
健
診
の
受
診
率
の
目
標
を
医

療
保
険
者
毎
に
決
め
て
い
ま
す
。
市
町

村
国
保
の
場
合
は
65
％
で
す
が
、
左
の

グ
ラ
フ
の
と
お
り
、
市
国
保
の
受
診
率

は
目
標
に
程
遠
い
数
字
で
す
。
40
歳
か

ら
74
歳
の
人
で
特
定
健
診
を
受
け
て
い

な
い
人
は
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

ど
こ
で
受
け
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
人

は
、
自
分
の
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
健
康
推
進
課
保
健
予
防
担
当

　
（
81･

０
７
２
６ 

81･

０
７
０
３
）

昨年行われた市国保特定健康診査の
結果で、約 3 割の人が糖尿病予備群
であることが分かりました。糖尿病
の原因や検査方法などについて、全
11 回に渡りシリーズで説明します。

シリーズ ⑩

表とグラフで知る私たちの健康
消費
生活

被害に遭わないためのアドバイス

「もうけ話」には罠がある！
　商取引に不慣れな消費者を狙い、「絶対に儲かります」「元本保証・高配当です」などのセールストークで、未公
開株・社債の購入や、事業への投資（ファンド）などを名目に、多額の現金を騙

だま

し取る事件が増えています。手口
も巧妙化し、被害額も高額となってきています。未公開株は実際に上場されなければ換金する方法はほとんどなく、
非常にリスクの高い投資です。また、上場しても株価は様々な要因で変動しますので「値上がり確実」なものでは
ありません。自分が理解出来なかったり、納得出来なかったりする商品には手を出さない方が賢明です。不審に感
じたらすぐに警察署や消費生活センターへ相談をしてください。

問穂市消費生活センター（482･3131 ㈹ 682･6622）　安曇野警察署（472･0110）

事例
１

事例
2

高額で社債を買い取ると言わ
れたが、その後、連絡がつか
ない（劇場型勧誘）

被害回復をしてくれると言わ
れ未公開株を購入したが連絡
が取れない（被害回復型勧誘）

Ａ社から「Ｔ社の転換社債を高値で買い取
る」と言われたが持っていないので断った。
その後、Ｔ社からパンフレットが届いたので
興味半分にＡ社に電話してみた。すると担
当者から「一口 30 万円のところ 50 万円
で買い取る」と言われ、儲け話にのり、Ｔ
社に電話して転換社債を５口・150 万円で
購入した。すると今度はＢ社から電話があ
り、「うちはＴ社の転換社債を 80 万円で買
い取る、ただし、10 口ないと買い取れない」
と言われ、Ｔ社に 10 口分を追加で 300 万
円を支払ったが、買い取りをしてくれ
るはずのＢ社やＡ社と連絡が取れない。

被害救済を謳
うた

う業者から、「過去に被害に
遭った代金をお返しします」という電話が
あり話を聞いてみたところ、「未公開株を購
入してほしい」「上場すれば値上がり確実」

「絶対に儲かるので、過去の被害代金はその
差額で帳消しになる」などと言われ、言われ
るまま未公開株を購入した。しかし、上場
しないし、担当者とも連絡が取れない。

その話、大丈夫？
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特定健康診査受診率の推移

国で決めた市町村国保の目標値 65%

受診率

長野県市町村国保

安曇野市国保

材料（4 人分）
［皮］
片栗粉・水 …各小さじ1
卵…………………３個
塩こしょう………少々
サラダ油…………適量

［具］
玉ねぎ…………大１個
スライスサラミ…８枚
バター……………適宜
スライスチーズ…４枚
ケチャップ………適量

①：水溶き片栗粉に卵を割り入れ、塩こしょうをして、
よく混ぜあわせる。

②：フライパンに油をしき、①を入れ薄焼き卵を作っ
て取り出す。

③：フライパンにバターを入れ、薄くスライスしたサラ
ミ、玉ねぎを入れ、玉ねぎが透明になるまで炒
める。

④：②の上に、スライスチーズ、③の順にのせて巻く。
⑤：④を 4 分の１に切り分け、断面を上にしてお皿に

盛り付ける。ケチャップでおひさまの光を描いて
完成。

問健健康推進課保健予防担当
　（481･0726 681･0703）

作り方

「たべたくん」をたべちゃう！レシピ ④

市食育推進会議では、食育推進キャラク
ター「たべたくん」のご飯の上に載った
特産５品目を使用したレシピを募集しま
した。食事部門、スイーツ部門の入賞作
品のレシピをシリーズでご紹介します。

《所要時間 10 分》

「食」ではぐくむ健康で豊かな人づくり
食事部門 優秀賞

おひさまきまき

紹介者　中嶋美
み ゆ な

侑菜さん（豊科南小４年）

お父さんのお弁当にも入れられて、
パクパク食べられる　おひさま !! 

絶対に
もうかりますよ！

ちょっと

不安だな…
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3 月の予定

８日（木）　時 13：30～16：30 ※相談時間は１人20分
場堀金総合支所　相談室
予約・問  総務部総務課庶務係（℡71-2000・FAX71-5155）
※予約受付･･･3 月 1 日（木）9：00 ～ 12：00（受付は電話のみ）
※相談者（定員８人）は抽選で決定（先着順ではありません）

14日（水） 場安曇野市地域職業相談室（安曇野赤十字病院西隣）
問商工観光部商工労政課（℡82-3131・FAX82-6622）

各種相談　 …場所　 …問い合わせ　 …時間

母乳・育児相談 ※母乳相談は 　時 9:30 ～ 11:00

子ども･母子家庭･女性の相談

消費生活相談　時平日の9:00～16:00 ※電話相談も可。 介護相談　　　時平日の 8：30 ～ 17：00　

心配ごと相談・行政相談　（★は行政相談を同時開催）

こころの相談

弁護士会による無料法律相談  

毎週月～土曜日　※20日を除く 　

場問教育相談室（豊科公民館内）（℡72-2238・FAX62-5721）

13日（火）問場豊科公民館教育相談室（℡72-2238・FAX62-5721）

毎週月～金曜日　※20日を除く　

場問教育指導室（明科総合支所舎2階）（℡62-3521・FAX62-5721）

教育全般（不登校・ひきこもり・発達障害など） 時 10:00 ～ 16:00

親の会 時 13:00 ～ 15:00

いじめ相談ホットライン 時 8:30 ～ 17:15

精神科医による精神保健相談  時 14:00 ～

自殺関連相談 こころの相談統一ダイヤル 時 9:30 ～ 16:00

 あづみ野断酒会 時 19:00 ～ 21:00

精神科医による依存症相談  時 14:00 ～

精神保健福祉相談  ※来所は  時 8:30 ～ 17:15

５日（月）・★ 26日（月）　時 13：00～16：00
場堀金老人福祉センター（℡73-5288・FAX73-5775）
６日（火）・★ 27日（火）　時 13：00～16：00
場穂高地域福祉センター（℡82-2940・FAX82-9621）
７日（水）・★ 28日（水）　時 13：00～16：00
場豊科ささえあいセンター「にじ」（℡72-3013・FAX72-5422）
８日（木）・★ 29日（木）　時 13：00～16：00
場三郷福祉センター（℡77-8080・FAX77-8081）
９日（金）・★ 30日（金）　時 13：00～16：00
場明科総合福祉センター「あいりす」（℡62-2429・FAX62-5025）
問心配ごと相談…上記へ
問行政相談…総務部総務課（℡71-2000・FAX71-5155）

毎週月・木曜日（第5・祝日を除く）
場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

２日（金）場問松本保健福祉事務所（℡40-1938・FAX47-9293）

平日　場問県精神保健福祉センター（専用℡0570-064556）

平日　場問県精神保健福祉センター（℡026-227-1810）

毎週水曜日　※ 7・21 日は家族会　場豊科公民館
問健康推進課保健予防担当（℡81-0726・FAX81-0703）
※体験を語り合いながら断酒を目指します。

場問市地域包括支援センター（穂高健康支援センター内）
　　（℡81-0760・FAX81-0703）
場問東部地域包括支援センター（豊科保健センター内）
　　（℡72-9986・FAX72-9044）
場問南部地域包括支援センター（三郷総合支所内）
　　（℡77-4007・FAX77-4087）

平日　時 8：30 ～ 17：00  
場問児童保育課児童係（℡81-0727・FAX81-0703）

場問消費生活センター（穂高総合支所１階）
　　（℡82-3131・FAX82-6622）
　　消費者ホットライン（℡0570-064-370）（ゼロ･ゴー･ナナ･ゼロ　守ろうよ、みんなを）

3 月の休日当番医 （変更になる場合があります。ご利用前に医療情報案内（70120-890-423）でご確認ください。）

★穂高中央児童館 TEL84-0762 FAX82-9621
■休館日／日曜・祝日

★三郷児童館 TEL76-0185 FAX76-0186
■休館日／日曜・祝日

★明科児童館 TEL62-2482 FAX62-1124
■休館日／日曜・祝日

★南穂高児童館｢にこにこランド｣ TEL71-5150 FAX71-5152
■休館日／日曜・祝日

★穂高西部児童館 TEL・FAX82-2527
■休館日／日曜・祝日

★高家児童館 TEL・FAX72-5685
■休館日／日曜・祝日

★堀金児童館 TEL71-2122・FAX71-2126
■休館日／日曜・祝日

★穂高北部児童館 TEL・FAX83-5494
■休館日／土曜・日曜・祝日

１日㈭･15日㈭ 場問穂高保健センター（℡81-0711・FAX81-0703）
６日㈫  場問明科保健センター（℡81-2251・FAX81-2943）
８日㈭･22日㈭ 場問三郷保健センター（℡77-9111・FAX77-9113）
13日㈫･27日㈫ 場問堀金保健センター（℡73-5770・FAX73-5775）
14日㈬･28日㈬ 場問豊科保健センター（℡72-9970・FAX72-9044）
※保健師・助産師・管理栄養士・栄養士・歯科衛生士が相談に応じます。
※児童館の育児相談については、左ページをご覧ください。

教育に関する相談

生活労働相談　　　時18：00 ～ 20：00

13日（火）場問中間教室ねむの木（新田神社南奥）（℡・FAX73-1624）

中間教室ねむの木 親の会 時 13:00 ～ 15:00

児童館の予定 ･･･ 乳幼児対象　 ･･･ 参加費
※豊科・穂高地域の児童館は、安曇野市社会福祉協議会が指定管理者として運営しています。

結婚相談　　　時13：00～16：00　

March

ひな祭り 要予約 150円  ※ 30組 １日（木） 10：00 ～ 12：00
チャレンジクラブ ３日（土） 10：30 ～ 11：30
～お楽しみ会～　 要予約 100円   ※小学生 20人

ナチュラルクッキング ８日（木） 10：00 ～ 12：00
講師：食事療法士・辻野将之さん 要予約 200円  ※ 30組

キッズリユース広場 ～お下がり会～ 12日（月） 10：30 ～ 11：15
※自由参加。出品希望者は 10：30 までに来館し物品を並べてください。

身体測定日 ※自由測定 15日（木） 10：00 ～ 12：00
おはなしどりぃむ（読み聞かせ）　 7・14・21日（水） 11：00 ～ 11：20

ひな祭り会 ５日（月） 10：15 ～ 11：15
要予約 100 円  ※ 20組

身体測定　※自由測定 ６日（火） 10：00 ～ 12：00
おはなしどりぃむ　   12・26日（月） 11：20 ～ 11：40

（読み聞かせボランティア）

みんななかよし おひなさま会 ２日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約 　※ 0～ 3歳

おはなしいっぱい　ころぽっくる ９日（金） 11：00 ～ 11：30

お話玉手箱 ※小学生対象 ７日（水） 15：45 ～ 16：30
ひまわりっ子クラブ　※登録児対象　時10：00～12：00

2・3歳児…7日（水）／1歳児…・1・8日（木）
0 歳児 …2・9日（金） 　（内容：おひな様製作・修了式）

みんなであそぼ！ 14日（水） 10：30 ～ 11：30
おはなしワクワク 22日（木） 10：30 ～ 11：00
親子ふれあい広場　※登録児対象　時10：00～11：30

 1歳以上児…6・13日（火）／2歳半以上児…8・15日（木）

ママキッズビクス １日（木） 10：15 ～ 11：00
… ※講師：佐藤貴子先生・遠藤正美先生　持ち物：託児でおんぶ紐が必要な方は持参

育児相談 ※どんな相談にも応じます。１日（木） 11：00 ～ 12：00
ひな祭り 要予約 100円程度  ２日（金） 10：30 ～ 11：30
子育て何でもお話し会 ６日（火） 10：30 ～ 11：30
春休み公演会 ～三匹のこぶた～ 30日（金） 10：30 ～
劇団：こまねずみ

おはなしムーン　 　　  7・14日（水） 11：00 ～ 11：20
（読み聞かせボランティア）

ママキッズ・ビクス ８日（木） 10：15 ～ 11：00
育児相談 13日（火） 11：00 ～ 12：00
絵本・紙芝居の読み聞かせ 毎週火曜日 10：30 ～ 11：00

おひなさま祭り ２日（金） 10：30 ～ 11：30
要予約 100 円  ※ 20組程度

ボランティアさんとのふれあい会 ７日（水） 10：30 ～ 11：30
要予約 100 円  ※ 20組程度

身体測定日 ※自由測定 16日（金） 10：00 ～ 12：00
育児相談 26日（月） 10：30 ～ 12：00
※荒深たつこ先生　個別予約も可能

おはなしどりぃむ（読み聞かせ）　 9・23日（金） 11：20 ～
わらべ唄・手遊び　   5・12・19日（月） 11：10 ～ 11：30
※内山房子先生

★豊科中央児童館 TEL・FAX72-0122
■休館日／日曜・祝日

子ども春祭り ～ひなまつり～ ３日（土） 10：00 ～ 12：30
チケット代 200 円 ※食べ物・工作・その他、ひなまつりバージョンで企画を考えてます♪

育児相談 & おはなし会 ９日（金） 10：30 ～ 12：00
※小川原相談員

プリザーブドフラワー教室 22日（木） 10：00 ～ 12：00
要予約 200円  ※講師：山本深雪さん

いっしょにあそぼう　時11：00～11：30

おひなさま作り ２日（金） 11：00 ～ 11：30

11日㈰場問堀金老人福祉センター （℡73-5288・FAX73-5775）
18日㈰場問明科総合福祉センター「あいりす」 （℡62-2429・FAX62-5025）
25日㈰場問市社会福祉協議会本所 （℡72-1871・FAX72-9130）

4日（日） 11日（日） 18日（日） 20日（火・祝） 25日（日）
宮 澤 医 院

62-2052［明科］
根 津 内 科 医 院

82-8382［穂高］
古 川 整 形 外 科 医 院

82-8880［穂高］
中 田 医 院

82-2339［穂高］
堀 内 医 院

82-3324［穂高］

神 谷 小 児 科 医 院
72-5162［豊科］

鶴 見 医 院
72-4500［豊科］

高 橋 医 院
82-2561［穂高］

百 瀬 医 院
82-2205［穂高］

須 澤 ク リ ニ ッ ク
82-2993［穂高］

米 倉 医 院
72-2354［堀金］

中 萱 医 院
77-2130［三郷］

た か は し ク リ ニ ッ ク
77-7880［三郷］

赤津整形外科クリニック
76-3133［三郷］

和 田 医 院
72-2047［堀金］

布 山 歯 科 医 院
77-6388［三郷］

田 野 歯 科 医 院
82-7537［穂高］

小 山 歯 科 医 院
62-3080［明科］

アルプス歯科クリニック
77-8901［三郷］

ヒ カ リ 歯 科 医 院
82-8171［穂高］

穂高地域３館からのお知らせ
春休み企画 ～こまのたけちゃん パフォーマンスショー～

と　き　27 日（火）10:30 ～ 11:30
ばしょ　市社会福祉協議会 穂高支所集会室
※参加費・申し込みは不要です。ご自由にお出かけください。

親子サークル「キッズパーク」参加者募集
キッズパークは、就園前のお子さんを対象とした登録制の親子サー
クルです。月齢別に、皆さんで計画・準備した活動を行います。
ママもお子さんもお友だち作りをしませんか。
受付日時　1日（木）～10日（土）（北部のみ9日（金）まで）の9：30～
　　　　　13：00
受付場所　月齢ごと、次の児童館へ直接お申し込みください。
　　　　　①平成20年4月2日～平成22年4月1日生まれ　穂高中央
　　　　　②平成22年4月2日～平成23年4月1日生まれ　穂高西部
　　　　　③平成23年4月2日以降生まれ　穂高北部 三郷・堀金・明科児童館からのお知らせ

平成 24 年度「子育て支援事業」参加者を募集！
三郷「みんななかよし」・堀金「親子ふれあい広場」・明科「ひまわりっ
子クラブ」の子育て支援 3 事業は、平成 24 年度から 3 館で活動形
態を合わせることになりました。

対　　象　市内在住の０～３歳までの未就園児親子
　　　　　（平成 24 年 4 月 1 日時点の年齢）
活 動 日　年齢ごと以下の曜日に月２～３回、いずれも 10:30 ～
　　　　　0 歳児…火曜日／ 1 歳児…水曜日／ 2・3 歳児…木曜日
定　　員　各児童館で各年齢　40 組（1 年間の登録制）
負 担 金　1,500 円（材料費等の実費分。初回参加時に集めます）
受付日時　３月 12 日（月）～ 16 日（金）の 10:00 ～正午まで

＊＊申し込みは、最寄りの児童館へ直接お願いします＊＊

平成 24 年度「ふれあい農場」登録者を募集！
　児童館の農園で、おいもなどをみんなで育てる「ふれあい農場」
への登録者を募集します。とれた野菜で「カレー会」や「焼き芋会」
などの収穫祭も行います。
活動日時　４～11月（8月除き毎月１回、水曜日10：15から1時間程度）
定　　員　30 組　　参加費　回によって 100 円程度

＊＊申し込み・問い合わせは、南穂高児童館へ＊＊
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2012.2.1現在　（ ）内は対前月比

人口 99,365人（ －46）

 男 48,206人（ －20）

 女 51,159人（ －26）

世帯 37,396世帯（ －3）

環境に優しい大豆油インクを使用しています。
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◆
「
ド
ラ
マ
の
中
に
い
る
み
た
い
だ
ね
」。

授
業
の
中
で
昔
の
暮
ら
し
体
験
を
す
る
小
学

生
の
楽
し
そ
う
な
顔
が
印
象
的
で
し
た
。
何

か
と
使
い
捨
て
が
多
い
今
の
時
代
、
電
気
を

使
わ
ず
、
シ
ン
プ
ル
で
機
能
的
な
民
俗
資
料

に
触
れ
ら
れ
る
い
い
機
会
で
し
た
。 

Y

◆
「
若
者
笑
う
な
来
た
道
だ
、
年
寄
り
笑
う

な
行
く
道
だ
」
―
―　

な
ぜ
か
最
近
こ
の
言

葉
が
心
に
染
み
る
よ
う
に
な
っ
た
。
若
者
は

…
、年
寄
り
は
…
と
言
う
前
に
、一
呼
吸
お
い

て
物
事
を
見
る
力
を
付
け
た
い
と
思
う
。
Ks

◆
５
年
生
の
娘
が
１
年
間
続
け
て
き
た
の
が

１
日
１
冊
の
読
書
。
高
じ
て
図
書
委
員
を
務

め
る
こ
と
に
…
。
娘
の
成
長
を
感
じ
つ
つ
、

継
続
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
あ
ら
た
め
て
実

感
し
ま
し
た
。 

Ts

◆
２
月
13
日
の
夜
明
け
直
前
、
柱
の
よ
う
に

輝
く
太
陽
が
本
物
よ
り
先
に
東
の
空
に
昇
り

ま
し
た
。
太
陽
柱
と
い
う
現
象
だ
そ
う
で
す

が
、
携
帯
の
カ
メ
ラ
し
か
な
く
何
と
も
残
念

な
結
果
に
。
反
省
で
す
。 

M

研究
大会

安曇野ブランドと
安曇野景観を考える

市と連携協定を結ぶ信州大学人文学
部では、安曇野についての共同研究
を行っています。
今回、信州大学地域ブランド研究会
の研究大会として安曇野ブランドと
安曇野の景観について、成果の一部
を報告します。あわせて産学官連携
での地域活性化を研究する、同大学
地域ブランドオフィスを中心に開設
した「信州直売所学校」の修了式・
事例報告をあわせて行います。
多くの皆さまのご来場をお待ちして
います。

開催日 ３月10日（土）
●時　間　（午前の部）午前 10 時～正午

（午後の部）午後１時～４時 30 分
●場　所　豊科交流学習センター「きぼう」

多目的交流ホール
●その他　事前申し込みは不要です。

問県安曇野庁舎内まちづくり推進課
471・2000 ㈹ 671・5000

●内　容
（午前の部）「直売所が地域を創る」

直売所学校の修了式および事例報告会
（午後の部）「安曇野ブランドと安曇野景

観を考える」
１．研究報告　安曇野ブランドの形成と発展

報告者：金子直樹（関西学院大学非常勤講師）
曽根原悦二（市ブランド推進室長）
村山研一（信州大学人文学部教授）

２．パネル・ディスカッション

安曇野景観を守る、安曇野の水を守る

安
曇
野
を
研
究
す
る


